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巻 夏頁 r::::I 

昭和 63年度の事業概要と調査研究報告を取りまとめ、所報

第 10号として刊行いたしました。御高覧いただき、御批判、

御指導を賜りますれば幸いに存じます。

当所は、青森県行政組織機構の改正に伴い、平成 2年 4月 1

日から、衛生、公害及び放射能部門から構成される青森県環境

保健センターとして、新たな一歩を踏み出すことになりました。

これまでに御寄せいただきました関係機関の御援助と御協力

に心からお礼を申しあげますとともに今後の御支援、御鞭縫を

お願い申しあげます。

平成 2年 3月

青森県公害調査事務所

所 長 内 山 日 出 夫
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I 一般概要



名 称

青森県公害調査

事務所

1 .所

位置

F立
f~ 

所

区

戸有
国

域

区 域

青森市
青森市、弘前市、黒石市、五所川原市、むつ市、東津軽郡、西津軽郡、

南津軽郡、北津軽郡、中津軽郡、下北郡

2.沿 革

昭和49年 4月 1日 青森公害調査事務所開設。

庶務課及び調査規制課の 2課制が設けられ、調査規制課に大気係及び水質係が置かれる。

昭和55年 4月 1日 組織改正により調査規制課が廃止され、大気課及び水質課が設けられ 3課制となるO

昭和56年 4月 1日 青森県公害調査事務所に名称変更となる O

昭和57年10月 1日 旧血液センターの庁舎を全面改修し、公害調査事務所の検査及び管理部門を移設した。

職 名

事 務 吏 員

技 術 吏 員

技能職員

技能主事

技能技師

そ の 他

計

3.組織及び分掌事務

1.庶務に関すること O

2. 公害に関する知識の普及および公害防止の思想高揚に関すること。

3. 特定工場における公害防止組織の整備に関すること O

1.大気汚染、騒音、振動および悪臭の規制等に関すること O

2. 大気汚染、騒音、振動および、悪臭の防止のために必要な監視および測定に関

すること。

3.大気汚染、騒音、振動および悪臭の防止に係る調査および試験研究に関する

こと。

4. 放射能に係る調査研究に関すること O

1.水質の規制等に関すること O

2. 水質汚濁防止のために必要な監視および測定に関すること。

3. 水質汚濁、土壌汚染および地盤沈下の防止に係る調査および試験研究に関す

ること O

4.職 員 の 状 況

平成元年4月 1日現在

内 訳
人

所 次
庶務 気大

質課水員

長 長 課 課

6 (5) 5 (5) 

14 6 7 

3 (2) 3 (2) 

3 (1) 3 (0 
2 2 

28 (8) 13 (8) 6 7 

( )内は兼務職員



5.業 務 分 掌

平成元年4月 1日現在

課名 職 名 氏 名 主 担 業 務

所 長 内山日出男 所内統括

次 長 小泉義正 所長補佐

庶務 課 課 長 藤田 貝 (衛生研究所本務〉課の総括

総括主査 秋庭正美 )予算、決算、国の委託業務報告

主 事 川崎寛 )歳出、旅費、物品の購入・保管

小林早智子 )給与、昇給、臨職任用

工藤ハツエ )共済組合、厚生会

技能技師 鎌田清巳 公用車運転維持管理

柿崎 義利

杉田勇治郎 (衛生研究所本務)公用車運転維持管理

技能主事 藤田 智子 試験検査器具保守整備

三上 不 二 男 (衛生研究所本務)試験検査器具保守整備

金田 量子

臨時事務 手 神田 仲子 庶務用務補助

非常勤労務員 平 井 ト キ 業務用務補助

大気 課 課 長 西津睦雄 課の総括

主 幹 工藤孝宣 工場事業場規制指導、自動測定機の常時監視、悪臭調査

主 査 今 直己 ばい煙・排ガス測定調査、騒音振動規制指導、酸性雨調査

技 師 庄司 博光 放射能調査、道路粉じん等環境影響調査

木村 秀樹 放射能対策、窒素酸化物(アルカリろ紙法)調査

竹ケ原 仁 放射能対策、降下ばいじん調査、硫黄酸化物(二酸化鉛法)調査

水質課 課長事務取扱 田 津 良 基 課の総括

主 幹 奈良忠明 化学性物質調査、水質汚濁機構調査研究

総括主 査 阪崎俊璽 工場事業場規制指導、未規制汚濁源対策

主 査 小林繁樹 土壌汚染調査、底質等の重金属調査、地下水調査

技 師 高井秀子 公共用水域の水質監視・測定、行政依頼の試験・検査

三上 湖沼の富栄養化調査、生活雑排水の対策

角田智子 水浴場調査、微生物・水生生物調査研究
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6 .転入、転出(退職)した職員名簿
平成元年 4月 1日現在

区 分 職 名 氏 名 備 考

所 長 内 山 日出男 公害課より

転 入
総括主査 阪 崎 Jわ品ι 璽 青森保健所より

技 師 竹ケ原 仁 新採用

技能主事 柿 崎 義 利 青森保健所より

転 出 所 長 四方田 夏 喜 (退職)

(退職) 主 幹 坂 本 正 昭 むつ保健所へ

7.主要機器一覧

仁1
口口 名 数量|整備年月日規 格

低パックグランド自動測定装置

カf スグロマトグラフ

原子吸光炎光分光分析装置

分光光度計

大型電気炉

熱風送風循環乾燥器

二酸化し、おう、浮遊粉じん自動測定装置

大気中窒素酸化物測定装置

気象観測装置

デジタル騒音計

平面集塵式ダストサンプラー

熱蛍光線量計

ガンマ線スベクトロメーターシステム

モニタリングポスト

サルファメータ

パーソナルコンビュータ

ポータブルエリアモニタ

降水採取器

TLD環境モニタリングデータ処理システム

大気中トリチウムサンプラ

大型超音波洗浄器

アロカ LB C -452 

日立663-30

島津GC-4BMPF-FP

11 GC-4BITF 

ジャーレルアッシュ AA-781 

島津AA -670 

目立100-40

11 228型

東洋科学産業BAF-S

KVC-8ST 

電気化学GR H -73 

G P H -74 

光進電気KANTAM-1100 

リオンNA33 

アロカ DSM-R42-163

ナショナルUD -512P 

日本原子力事業KK. N A 1 G -Eシリーズ

アロカ MSA-R42 

11 MAR-ll 

堀場SL F A -800 

N E C N -5200/05 

アロカ MAR -251 

柴田科学MOD E L W-401 

長瀬産業

協和科学 KDT-2型

プランソン SH2024-45-36 
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8 . 会 議 ・研究発表等

8. 1 会議研修等

期 日 名 称 開催地 出 席 者

63. 5. 17 公害研北海道・東北支部総会 田沢湖町 四 方 田 夏 喜

18 川崎寛

63. 5. 31 63年度放射能調査委託説明会議 東京都 西沢睦雄

秋庭正美

63. 6. 14 第15回原子力施設調査機関連絡協議会 佐賀市 小泉義正

15 木村秀樹

63. 6.22 アスベスト分析研修 川崎市 庄司博光

63. 9. 19 快適環境研修 所沢市 工藤孝宣

63. 10. 17 放医研技術研修 千葉市 木村秀樹

28 

63. 10.20 第14回北海道・東北ブロック公害研究連絡会議 いわき市 奈良忠明

21 庄司博光

63. 11. 14 全国公害研総会 東京都 四方田夏喜

15 全国試験研究機関所長会議

63. 11. 24 環境放射線モニタリング指針説明会議 東京都 木村秀樹

元. 2. 8 北海道・東北大気汚染担当者会議 田沢湖町 坂本正昭

元. 2.23 昭和63年度環境測定分析統一精度管理調査結果検討ブロック会議 郡山市 小林繁樹

角田智子

元. 3.28 第10回環境放射能総合調査検討会議 東京都 木村秀樹

29 

- 4 -



8.2 研究発表

期 日 名 称 開催地 発表者等

63. 11. 30 第30回環境放射能調査研究成果発表会 千葉市 0西沢睦雄

元. 1. 12 第15回環境保全公害防止研究発表会 東京都 0三上 一
酸性湖の陸水学的調査研究

一宇曽利山湖(恐山湖)の水質環境と

従属栄養細菌一

7C. 2. 10 第24回青森県環境保健部職員研究発表会 青森市 0奈良忠明

一底泥の COD測定と問題点ー 0三上

- AGP (藻類増殖潜在能力)試験に

よる湖沼の富栄養化調査一 0今 直己

ースパイクタイヤによる道路粉じん等

調査結果についてー

5 ~ 



H 事業概要

1 庶 務課関係



1 .苦情処理に係る事務

昭和63年度における公害苦情の処理状況は表 lのとお

り合計 4件であり、内訳は大気汚染関係 2件、水質汚濁

関係 l件及び悪臭関係 l件であった。

表1.苦情の申立て及び処理状況

(昭和63年 4月~平成元年 3月)

番号 公種害類の 被害の種類 発所生源
在地

被害地域の特性 苦 情 内 廿d て， 処 理 状 況

朝方にかけて、 ドロドロした 会社の公害担当者に内容を伝え

汚水が側溝に流れている O るとともに、事情説明する為に

来所するように指示。

水質汚濁
感覚的d心理

青森市
都市計画区域 立入検査を実施したが排水基準

的被害 (準工業地域) に適合し、苦情の原因となった

泡等の発生も認められなかった。

今後とも排水処理施設の適正な

維持、管理の徹底を指示。

ばい煙の臭いとばい煙による 現地調査を実施し、改善策とし

2 大気汚染
感覚的心理

青森市
都市計画区域 と思われる子供のアトピー性 て煙突のかさ上げを指示。

的被害 (第 l種住専) 皮ふ炎で困っているD 発生源側より 8月を目途に煙突

煙突のかさ上げをしてほしい口 のかさ上げする旨連絡あり了解。

ボイラーのばい煙で困ってい 発生源に対し、ボイラーの清婦

る口 点検を指示。

3 大気汚染
感覚的J心理

青森市
都市計画区域 即時、施設の改善を実施。

的被害 (商業地域) 苦情申立人に改善後の状況を聞

いたところ、ばい煙の発生はな

くなった、とのことである。

手塚養豚場の付近住民から当 堆肥置場からの悪臭の発生を低

該事業場の悪臭がひどいので 減させるためシートで被覆する

何とかしてほしい旨、県公害 こと。

感覚的d心理 都市計画区域
課に申し立てあり O 敷料について鋸屑の使用も考慮

4 悪 臭 青森市 すること D

的被害 (第 l種住専)
豚舎の清掃及び消毒の励行。

排水管を分断すること O

堆肥の撤出及び散布時には特に

注意を払うことを指示。
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2.公古防止管理省等に係る届出事務

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に

基づく昭和63年度末における公害防止管理者等の選任状

況は表 2のとおりである。

表 2. 公害防止管理者等の選任状況

¥区分|特定|公害|

¥ I I防止| 大気関係

業 種 ¥¥|工場数|統括者|計 I1種 I2種 I3種 I4種|計
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3 .職

職 名 氏

49 年 度

所 長 橋 本

庶務課長 鹿 内

主 任 田 中

主 事 木 村

運転技能員 羽 賀

業 務 員 瓜 田

用 務 員 藤 林

調査規制課長 原 子

大気係長 西 沢

技 師 坂 本

/ノ 梅 原

11 工 藤

/〆 jrpJ 部

水質係長 内 はj

技 日市 寺 田

11 平 出

11 円 子

11 松 尾

関 年 度

所 長 橋 本

庶務課長 横 岡

主 任 田 中

主 事 里 滝

運転技能員 ヨ4 賀

// 八木沢

業 務 貝 瓜 旧

// 北 ) 11 

用 務 員 藤 林

調査規制課長 原 子

大気係長 西 沢

f--! 名

名 職 名

技 自市

11 

康 孝 11 

伝 蔵 11 

理一郎 水質係長

勝 技 師

進 美 11 

き ばミ 11 

マツ ヨ 11 

昭 /ノ

睦 雄

正 昭 51 年

茂

主，日tヨ主、 治 所 長

征 裕 庶務課長

日出夫 主 事

直行 子 11 

博 H百 運転技能員

隆 平 11 

早 業 務 貝

11 

用 務 貝

調査規制課長

康 孝 大気係長

俊 嘉 技 師

理一郎 11 

忠 実 11 

進 美 // 

徳 蔵 水質係長

き 反斗 技 自市

や え /ノ

Fマ ツ ヨ // 

日百 // 

睦 雄 // 
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名
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職 名 氏 名 職 名 氏 名

52 年 度 業 務 貝 瓜 田 き ぬ

用 務 貝 藤 林 ーマ ツ ヨ

所 長 橋 本 康 孝 臨時労務補助員 藤 田 智 子

次 長 葛 西 定 七 調査規制課長 珍 田 雅 隆

庶務課長 横 同 t ぇ品 嘉 大気係長 坂 本 正 日百

主 事 秋 冗; しづ子 技 師 鎌 田 啓 一
/ノ 里 滝 忠 実 ノノ 阿 部 征 裕

/ノ 石 ) 11 !I頃 一 /ノ 向島 田 雄 介

運転技能員 羽 賀 進 美 /ノ 横 山 淳 子

〆/ 八木沢 徳 蔵 水質係長事務取扱 珍 田 雅 隆

業 務 員 瓜 田 き ばミ 技 師 工 藤 孝 仁日士，

用 務 員 藤 林 --< ツ ヨ ，ペソ 円 子 隆 平

臨時労務補助員 藤 田 智 子 /ノ 蝦 名 明

調査規制課長 珍 田 雅 隆 11 工 藤 英 嗣

大気係長 坂 本 正 日目 11 メ7入 直 己

技 師 鎌 田 啓

ノ/ 阿 部 征 裕 54 年 度

λア 嶋 田 雄 介

λア 横 山 淳 子 所 長 橋 本 康 孝

水質係長事務取扱 珍 田 雅 隆 次 長 葛 西 定 七

技 自市 円 子 隆 平 庶務課長 安 田 E註Z包

/ノ 松 尾 ニ早己己 主 任 近 藤 博

ノノ 蝦 名 明 主 事 秋 ヌじ しづ子

ノノ 工 藤 英 嗣 11 原 子 桂 子

11 メI入 直 己 運 転 技 能 員 羽 賀 進 美

11 八木沢 徳 蔵

53 年 度 業 務 貝 瓜 回 き ~ 

用 務 員 藤 林 vマ ツ ヨ

所 長 橋 本 康 孝 臨時労務補助員 藤 田 智 子

次 長 葛 西 定 戸七 調査規制課長 西 沢 睦 雄

庶務課長 奈良岡 栄 大気係長 坂 本 正 昭

主 事 秋 ヌじ しづ子 技 師 鎌 田 啓

ノ/ 黒 滝 忠 実 11 阿 部 征 裕

技 師 原 子 桂 子 11 向島 田 雄 介

運転技能員 羽 賀 進 美 11 横 山 淳 子

11 八 木 沢 徳、 蔵 水質係長事務取扱 西 沢 睦 雄
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職 名 氏 名 職 名 氏 名

技 師 工 藤 孝 旦仁王ョL 次 長 葛 西 定 七

/ノ 円 子 隆 平 庶務課長 安 田 』珪亘包. 

11 蝦 名 明 総括主任 徳、 差 清四郎

ノ/ 工 藤 英 嗣 主 任 沢 田 恵 子

11 え寸入 直 己 主 事 神 彰 子

技能技師 羽 賀 進 美

55 年 度 11 八木沢 徳、 蔵

技能主事 藤 林 ー才 ツ ヨ

所 長 橋 本 康 孝 11 藤 田 智 子

次 長 葛 西 定 七 大気課長 珍 田 雅 隆

庶務課長 安 田 豆註Z釘 主 任 葛 西 雅 幸

総括主任 徳、 差 清四郎 技 師 石 塚 伸 一

主 事 秋 フじ しづ子 ノノ 嶋 田 雄 介

/ノ 神 野ぜ乞ノ 子 ノ〆 村 上 淳 子

技能技師 羽 賀 進 美 水質課長 西 沢 睦 雄

/ノ 八木沢 徳 蔵 主 任 佐 藤 博

技能主事 瓜 田 き ばミ 技 師 円 子 隆 平

11 藤 林 vマ ツ ヨ 11 蝦 名 信 明

11 藤 田 智 子 11 工 藤 英 嗣

大気課長 葛 西 定 七 11 林 繁 樹

主 任 坂 本 正 昭 11 メ7入 直 己

技 師 葛 西 雅 幸

11 阿 部 征 裕 57 年 度

11 嶋 田 雄 介

11 キナ 上手 淳 子 所 長 和 泉 四 ~~ 

水質課長 西 沢 睦 t仕 次 長 泉 義 正

技 師 工 藤 孝 にE壬二 庶 務課長 奈良岡 正 弘

/ノ 円 子 隆 平 主 任 沢 田 恵 子

11 蝦 名 明 11 武 井 sH 夫

11 工 藤 英 嗣 主 事 神 彰 子

11 林 繁 樹 技能技師 羽 賀 進 美

ノ/ メI入 直 己 11 八木沢 徳 蔵

技能主事 藤 中本 ーマ 1ア ヨ

56 年 度 〆ノ 藤 田 智 子

大気課長 珍 田 雅 F圭

所 橋 本 康 孝 主 任 阪 崎 Jわ品〈ー 璽
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職 名 氏 名 職 名 氏 名

技 師 嶋 田 雄 介 59 年 度

ノ〆 キず 上 淳 子

// 上 所 長 平日 泉 四 ~~ 

水質課長 西 沢 睦 雄 次 長 佐 藤 健四郎

主 任 メ7入 tモヂ又色 夫 庶務課長 藤 田 貝

技 師 平 出 玖 子 主 任 伊 藤 文 t世

// 石 塚 伸 主 事 角 田 繁 子

// I 藤 英 嗣 // 鹿 内 則 子

// 工 藤 健 技能技師 杉 田 勇治郎

/〆 斎 藤 毛色 // 八木沢 徳 蔵

技能主事 藤 林 ーマ ツ ヨ

58 年 度 // 藤 田 智 子

大気課長 珍 田 雅 隆

所 長 平日 泉 四 ~~ 主 任 4- 武 主唱

次 長 泉 義 正 // 工 藤 精

庶務課長 I 藤 戊 雄 技 師 ヒ

主 任 沢 田 恵 子 // 木 村 秀 樹

ノノ 伊 藤 文 雄 水質課長 中 キナ 哲 夫

主 事 神 野1丹そ/

子 主 任 企7〉、 俊 夫

技能技師 羽 賀 進 美 // :fE 田

// 八木沢 徳 蔵 技 師 平 出 玖 子

技能主事 藤 林 一ず ツ ヨ // 
fl'司 井 秀 子

// 藤 田 智 子 // 工 藤 健

大気課長 珍 田 雅 F差 // 中 キナ 稔

主 任 阪 崎 t主品久 璽 臨時事務手
(旧姓斎藤)

神 昭 子

// メ7入 武 京市

技 師 上 印 年 度

// 木 村 秀 桔J

水質課長 中 キナ 哲 夫 所 長 手口 泉 四 良日

主 任 今 俊 夫 次 長 佐 藤 健四郎

// 7E 田 f谷 庶務課長 藤 田 貝

技 師 平 出 玖 子 主 任 長谷川 薫

// 王fi'j宮J 井 秀 子 主 事 JII 崎 寛

// 工 藤 健 // 角 田 繁 子

// 斎 藤 稔 // 工 藤 ハツエ

技能技師 杉 田 勇治郎
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職 名 氏 名 職 名 氏 名

技能技師 八 木 沢 徳 蔵 総括主査 工 藤 孝 E広三主フ

技 能主事 藤 田 智 子 技 師 品 井 秀 子

1/ 藤 林 ーマ ツ ヨ 1/ 工 藤 健

大気課長 西 沢 睦 雄 /1 上

主 任 メf入 武 市宅 1/ 角 田 智 子

1/ 花 田 裕 λr 中 キナ 稔

技 師 メ7入 直 己

1/ 木 キJ 秀 桓j 62 年 度

水質課長 珍 田 雅 隆

主 任 工 藤 精 所 長 四方田 夏 喜

技 師 両 井 秀 子 次 長 佐々木 忠 蔵

/1 工 藤 健 庶務課長 藤 田 貝

ノ/ 上 一 総括主査 秋 庭 正 美

1/ 角 田 智 子 主 事 角 田 繁 子

1/ 中 キナ 稔、 1/ ) 11 崎 寛

1/ 工 藤 ハツエ

61 年 度 技能技師 鎌 田 清 巳

/ノ 杉 田 勇治郎

所 長 手口 泉 四 ~~ 技能主事 藤 田 智 子

次 長 佐 藤 健四郎 ノ/ 藤 林 ーマ ツ ヨ

庶務課長 藤 田 貝 /1 金 田 量 子

総括主査 長谷川 薫 大気課長 西 沢 睦 I仕

主 事 角 田 繁 子 主 幹 坂 本 正 昭

1/ ) 11 崎 寛 主 査 βJ 、 直 己

/1 I 藤 ハツエ 技 師 庄 司 博 光

技能技師 鎌 田 I青 巳 1/ 木 キナ 秀 +封

1/ 杉 田 勇 治 郎 水質課長 珍 田 雅 隆

技能主事 藤 田 智 子 主 幹 ヌ刀又言 良 忠 明

1/ 藤 林 ーマ ツ ヨ 総括主査 工 藤 孝 仁日士7

1/ 豆人Z 田 i三i 子 技 師 ぜf"司ず 井 秀 子

大気課長 西 沢 睦 t佐 1/ 上

総括主査 今 武 自宅 /1 角 田 智 子

1/ 花 田 一 /ノ 中 キナ 稔一-~

主 査 之~ 直 己

技 師 木 キナ 秀 樹

水質課長 珍 田 雅 隆

丹
、
U



職 名 氏 名 職 名 氏 名

63 年 度 技能技師 鎌 田 清 巳

11 杉 田 勇治郎

所 長 四方田 夏 主士F亘~ 11 柿 崎 義 利

次 長 泉 義 正 技能主事 上 不二男

庶務課長 藤 田 貝 11 藤 田 智 子

総括主査 秋 庭 正 美 ノ'/ f豆¥Z 田 E主ヨj[ 子

主 事 )11 崎 寛 大気課長 西 沢 睦 雄

// 林 早智子 主 幹 工 藤 孝 t日壬二F

11 工 藤 ノ、 1ソ ニ乙 主 査 4- 直 己

技能技師 鎌 田 清 巳 技 師 庄 司 博 光

// 杉 田 勇治郎 ノ/ 木 村 秀 樹

技能主事 上 不二男 ノ/ 竹ケ原 仁

// 藤 田 智 子 水質課長事務取扱 田 沢 良 基

/ノ 玉人E¥ 田 王主三立L 子 主 幹 芦/1又t 良 忠 明

大気課長 西 沢 睦 雄 総括主査 阪 崎 f父品 璽

主 幹 坂 本 正 昭 主 査 林 繁 樟j

主 査 之7入 直 己 技 師 高 井 秀 子

技 師 庄 司 博 光 ノノ 上

ノノ 木 キナ 秀 樹 ノノ 角 田 智 子

水質課長事務取扱 田 沢 良 基

主 幹 芳万文三 良 d中巳A、 明

総括主査 工 藤 孝 王t='王フ

主 査 林 繁 樹

技 師 品 井 秀 子

// 上

// 角 田 智 子

平成元年度

所 長 内 山 日出夫

次 長 泉 義 正

庶務課長 藤 田 貝

総括主査 秋 庭 正 美

主 事 ) 11 崎 寛

// 林 早智子

/ノ 工 藤 ハツエ
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2 大気課関係



1 .大気汚染防止対策

1.1 概 要

大気汚染防止法及び青森県公害防止条例に基づく、管

内の届出施設は総計で 2，875施設(ばい煙:2046、粉じ

ん 829、平成元年 3月31日現在)であり、昭和63年度

の届出受理件数は284件(ばい煙:211、粉じん :7の で

あった。

これら施設のうち、環境への汚染寄与が大きし、 126施

設(ばい煙 118、粉じん:8)について立入検査を実

施し、排出基準の遵守、自主測定の徹底及び使用・管理

基準の遵守等の指導を行った。また、ばい煙関連の規模

の大きい施設、問題があると思われる施設については、

ばい煙測定も併せて実施し、排出基準の適合状況の把握

に努めた。

大気汚染状況の監視は、青森市内 2箇所に設置されて

いる自動測定局で、環境基準の適合状況を常時監視して

いるが、各局とも環境基準を達成した。また、降下ばい

じん、硫黄酸化物等手分析による環境監視を 3""'5市、

9 ""'27箇所で実施したが、大きな変化はみられなかった。

このほか、スパイクタイヤによる道路粉じん調査 (57

年度から継続)及び降水中成分分析調査(酸性雨調査、

一部環境庁委託)を実施した。

1.2 発生源の規制、監視指導

1.2.1 届出等の事務

昭和63年度における大気汚染防止法及び青森県公害防

止条例に基づく届出状況は表1.1のとおりであり、総計

で 284件(ばい煙 211、粉じん :7おとなっている O

届出区分別では、設置届出が 147件(ばい煙:113、粉

じん:34)であり、全体のほぼ半分を占めている O

平成元年 3月末現在の大気汚染防止法及び青森県公害

防止条例に基づく届出施設は表1.2及び表1.3のとおり

であり、総計で2，875施設(ばい煙:2046、粉じん:829) 

となっている。ばい煙関連施設では、ボイラーが最も多

く1880施設で、全体の92労を占めている O また、地域別

では、青森市が 832施設 (41%)、弘前市が411施設 (20

%)で両市で施設のほ ~'60%を占めている。

粉じん関連施設では、青森市の施設数が 353施設 (43

%)で他の地域に比較して突出している。

表1.1 ばい煙発生施設等届出件数

(昭和63年度)

JY¥¥之f設置届出 使用届出 変更届出 変氏名等
更届出

使届用廃止出 承継届出 ー十

大気汚染
ばい煙発生施設 57 6 21 19 26 2 131 

防止法
粉じん発生施設 15 16 32 

県公害防止
ばい煙関係施設 56 13 10 80 

条 仔IJ
粉じん関係施設 19 21 41 

147 6 23 32 73 3 284 
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表1.2 ばい煙発生・関係施設設置状況
(平成元年 3月31日現在)

区分 大 気 汚 染 防 Ir:. 法 書事業気
ガス 県公害防止条例

項番号
事業

施
(1) (5) (9) (1l) (13) 施 工 法 法 (1) (2) 施 I 

設 ボ 豆人Z¥ 斗ァ 溶 正Ff そ 廃
場

フー カー ボ 廃
場

種 メ の 棄
設 イ

棄
設

類 属 材
ゼ

ス
市 イ ン

他 物 事 イ 物 事

4ヲl8 1 ii| ム肝炉前 焼炉成ト

融 乾
取之 焼 数 業 lレ 発

焼 数 業

燥 燥 去H 場 生 フ
却 場

郡 炉 t::i 炉 炉 数 炉 炉 五十 数

三月主主 森 市 8 2 24 516 340 2 306 10 316 221 

5ム 日IJ 市 245 2 3 10 260 167 2 2 144 7 151 108 

豆1 石 市 38 2 4 45 31 12 12 10 

五所川原市 50 5 4 59 38 18 18 15 

む "':) 市 71 3 5 79 50 61 6 67 47 

東津軽郡 10 44 31 21 2 23 15 

西津軽郡 51 3 7 61 47 32 7 39 31 

中津軽郡 19 20 16 13 13 8 

南津軽郡 102 2 。 110 77 45 46 38 

北津軽郡 43 2 7 53 37 23 6 29 22 

ド 北 郡 40 2 10 53 35 2 31 32 21 

管 内 言十 1174 3 30 b 86 1300 869 5 4 706 40 746 536 

表1.3 粉 じ ん 発 生 ・関係施設設置状況
(平成元年 3月31日現在)

予
大 気 汚 染 防 止 法 L再 /ι大ミ、 室仁コZ 防 止 条 {ffU 

(2) (3) (4) (5) 施 事 (1) (2) (3) (5) (6) 施 事

堆 コ

機舷砕
ふ

設 業
た コ

破砕機
ふ 動

設 業
種 力

市 類 ン し、 ン

積 る 数 場 る 打 数 場
J¥、

摩砕機
積 J¥  

序砕機
京市

郡 場 ア L 、 五十 数 場 ア し、 機 五十 数

主円主 森 市 19 95 43 25 182 17 12 120 15 23 171 25 

ヲム 日リ )有 4 2 6 4 3 2 6 3 

黒 石 市 9 6 4 20 2 3 27 8 3 42 6 

五所川原市 3 3 3 3 4 3 

む イコ 市 8 8 8 6 7 13 8 

東津軽郡 8 34 15 12 69 5 2 19 21 4 

西津軽郡 4 5 4 3 3 8 4 

中津軽郡 2 32 16 10 60 3 4 24 2 10 40 4 

南津軽郡 7 28 13 7 55 8 3 39 6 7 56 11 

北津軽郡 5 11 6 22 5 s 8 4 2 19 5 

下 北 郡 8 10 6 3 5 9 4 

管 内 計 69 212 101 58 440 65 45 38 46 3 389 77 
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1.2.2 発生源規制指導

大気汚染防止法及び青森県公害防止条例に基づき、ば

い煙及び粉じん関連施設の立入検査を実施し、ばい煙の

排出状況、施設の実態把握に努めるとともに、所要の指

導を行った。

立入検査は、表1.4及び表1.5のとおり延70工場、 126

施設(ばい煙:64工場118施設、粉じん 6工場 8施設)

に対して行ったが、このうち、規模の大きいばい煙関連

施設、問題があると思われるばい煙関連施設については、

表 1.6のとおりばい煙測定も併せて実施し、排出基準の

適合状況を把握した。

また、当所管内で最も施設数の多いボイラーを対象に、

表1.7のとおり使用燃料(重油)の硫黄分測定を行い、

排出基準の適合状況を調査したが、基準不適合は認めら

れなかった。

表1.4 ばし、煙発生・関係施設立入検査状況

施 設 数

市町村 民 分
金属 廃棄物

工場・事業場数

ボイラー
溶解炉

乾燥炉
焼却炉

その他 計

青 森 市
大気汚染防止法 35 9 13 34 

県公害防止条例 7 3 8 

ヲム 目IJ 市
大気汚染防止法 14 2 7 

県公害防止条例

里 石 市
大気汚染防止法 7 3 5 

県公害防止条例

五所川原市
大気汚染防止法 3 2 2 

県公害防止条例

む つ 市
大気汚染防止法 8 3 4 

県公害防止条例

その他地域
大気汚染防止法 2 

県公害防止条例 2 2 

三十
大気汚染防止法 68 10 23 2 104 53 

県公害防止条例 10 4 14 11 

A口、 計 78 10 27 2 118 64 

表1.5 粉じん発生・関係施設立入検査状況

施 設 数

市町村 K 分 事業場数

堆積場 コンベア 破砕機 ふるい その他 計

三円主三 森 市
大気汚染防止法

県公害防止条例 4 3 7 5 

大気汚染防止法

県公害防止条例 4 3 7 5 

Z仁1L 5 3 8 6 
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表 1.6 ばい煙測定結果

工場・事業場名 所在 地 施 設 名 測定項目 単 位 測定値 排出基準 適 否

A 工 場 弘前市 ( 1 ) ボ イ ラ ー
ばいじん タ/Nm3 0.04 0.30 適 ム口、

窒素酸化物 c1il/Nm3 241 250 適 i口h、

B E 場 むつ市 (1)ボイラー
ばいじん g // N 7713 O. 07 O. 25 適

適

ム
lE

口

1 
L 

、

窒素酸化物 c1il/Nm3 210 230 

C 工 場 束通村 (9) ント焼成
炉

窒素酸化物 c1il/Nm3 228 250 適 メ口
己、

L.. 

表1.7 燃料重油中の硫黄分測定結果

祖リ 定 弁す 象
市 町 村 測定検体数

工場数 施設数

青 森 市 27 43 27 

弘 日リ 市 5 13 5 

黒 石 市 4 9 4 

五所川原市 2 

む イ〉 市ー 3 2 

長十 38 70 39 

1. 3 環境大気の監視調査 2%除外値は二酸化硫黄がO.014~0. 011ppm、浮遊粒子状

物質がO.055~0. 046mq/がで、いずれも長期的評価に基

づく環境基準を達成しているD
1.3.1 大気汚染自動測定記録計による常時監視

大気汚染防止法に基づく常時監視は、青森市の 2局に

おいて二酸化硫黄、窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び気

象について実施しているo 2測定局の各汚染物質の測定

結果について環境基準の適合状況をみると、日平均値の

また、二酸化窒素についても、日平均値の98~ぢ値は

O. 032~O. 030ppmで、環境基準を達成している O

ただ、稲ワラ焼却時において、浮遊粒子状物が若干高

し、値を示している O

表1.8 大気汚染自動測定記録計による常時監視項目等

担リ 定 工白 目

監視地域 測定局

硫二
酸

黄
化 浮状遊物粒子

質
窒酸

化 物
素

風向 風速 温度 湿度

本町公園 O 。 O O 。 O O 
三円主 森 市

堤づ子校| 。 O O O 。。 O 

(注〉光散乱法により相対濃度として測定された浮遊粉じんを重量濃度に換算するため、この表の 2局舎において

ローボリウム・エアサンプラー(サイグロン式)により常時測定を行っている O
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表1.9 大気汚染自動測定記録計による常時監視結果(63年度)

①二四変化硫黄

有 効 測 1時間値が 0.1ppm H平均値が 0.04 1時間値 日平均値 日平均値が 0.04酬を 環境基準の長期的評

測定時間年平均値 を超えた時間と ppmを超えた 11数と の 2%除 超えた Hが 2日以上 価による日平均値0.04

匪mとL 1見 用途地域
定日数 その割合 その割合 の最高値 外 f直 連続したことの有無 pp皿を超えた日数

測定方法

(U) (時間) (ppm) (時間) (%) (日) (%) (押田) (p阿) (有×無0) (日)

本町公民l 両面 345 8349 0.008 O 0.0 O 0.0 0.050 0.014 〔コ O 高感度型

堤 小 学 校 {ド 331 8074 0.007 。 0.0 O 0.0 0.039 0.011 。 O 高感度型

② 一酸化窒素、 二酸化空素及び空素酸化物

一 酸 化 窒 素 (NO) 酸 化 空 素 (N02 ) 窒素酸化物 (NO+N02 ) 

有効 測定 f干 τf 1時間 H 'f~j 布効 測定 年平 1時間 1時間働;0.2 1時間f直が0.1 日平均値が 日平均舶が 日平均 98%値評価 11.効 測定 年平 1時間 日平均

午NN / 半0O均2 Uf{ の 押mを超えた 阿国以上o2 ppm 0.06酬を 0.04 ppm以 値の による日平 値 の
監 tJL局 i)!l!定 I![fの

年間
測定 値の

時間数と 以下の時間数 超えたH数
上 0.06ppm 

年 間
均値が0.0行 測定 値の

年間以下の日数 ppmを超えた 十

11数 時間 均伯 最高値 98%値 日数 時間 均前 最高値 その割合 とその割合 とその割合 とその割合 98%値 日 数 日数 時間 均値 最高値 98%値 N02 

(bI) (時間〉 (開田) (ppm) (ppm) (日) (時間) (pp皿〕 (ppm) (時間〕 (%) 〔時間) (%) (fJ) (%) (1=1) (%) (開皿) (日) (日) (時間) (押田〕 (ppm) (昨m) (%) 

本町公協l 351 凶 70 0.008 0.200 0.030 358 8609 0.014 0.065 O 0.0 O 0.0 。0.0 0.3 0.032 O 351 8469 0.022 0.245 0.062 62.8 

堤小学校 313 7778 0.005 0.267 0.026 316 7827 0.011 0.083 O 0.0 O 0.0 O 0.0 0.3 0.030 O 313 7778 0.016 0.350 0.054 67.9 

③浮遊粒子状物質

有 効 1時間値が 0.20 日平均値が 0.10 1時間値 日平均値 日平均値が 0.10 環境基準の長期的

測定時間 年平均 i[i'{ 1Ilf!/ηl'を超えた 1Ilf!/がを超えた の 2 % 
1Ilf!/m'を超えた日が 評価による日平均値

監 視 局
測定日数 時間数とその割合 f1数とその割合 の最高値 除外伯

2日以上連続した 0.10 11I'J/m'を超え
ことの 有無 た 日 数 測定方法

(1=1) (時間) (1Ilf!/押1') (時間) (%) (日) (%) (11I'J/m') (的/m') (有× 無0) (Fl) 

本町 公 園 344 8319 0.023 7 0.1 O 0.0 0.537 0.055 。 O 光散乱法

#t小学校 335 8168 0.019 3 0.0 。 0.0 0.315 0.046 。 O " 



1.3.2 手分析による大気汚染状況の監視 硫黄酸化物:O. 01~0. 14 S 03mg/100cnl/日

手分析による大気汚染状況の監視は管内 5市で、延29 窒素酸化物:O. 001~0. 010 N02mg/100cnl/日

地点において硫黄酸化物等について調査してしι。その 浮遊粒子状物質:23.3 (本町)、 19.8(堤小)μ:g/m'

内訳を表1.10に、調査地点を図1.1に示した。また調査 降 Fばいじん:4. 51"-6. 71 t / k1lI / 日

結果の概要を表1.11に示した。各調査項目の年平均値は、 となっており、ほぼ平年並であった。

表1.10 手分析による大気汚染調査地点

調 査 項 目
地点 用途

市 区分 調査 地 点 硫黄酸化物 窒素酸化物 降 Fばいじん
浮状02遊回物/粒午質) j三番号 地域

02回/年) 02回/年) 02回/年)

青森市役所 商業 O O 。
消費生活センター 2 商業 O 。 O 

三円主三 浪打中学校(旧北高) 3 住居 O 。 O 
青森工業高校 4 住居 O O O 
三月主三 森 東 "司 校 5 住居 。 O 

森 教育センター 6 住居 。 O 
新 城 小学校 7 住居 。 。
豆人E 沢 小学校 8 住居 。 。

市 イ田 中 メ子ミら 校 30 住居 。 fL¥ ノ

堤 メ子ミ今一 校 10 住居 O 
本 町 公 困 11 商業 。
弘前台同 fj 会 121{l 居 。 f¥ー1ノ O 
ヲム 前市役所 I13 商業 。 O O 

ヲム 東 北 女子大 14 住居 o 。 。
藤 キナ 機 器 15 商業 O O O 
ヲム 前保健所 16 住居 。 。

日IJ 城 東 学校 18 未 O 。
和徳 小学校 19 住居 O O 
致遠 小学校 20 住居 。 。

市 第三ミ大成小学校 21 住居 。 O 
東 r子、主r一p 校 31 住居 。 。
清 野 袋 23 未 O 

黒石市 黒 石 小学校 24 住居 O 。
里 石 消 防署 25 商業 。 。

五所川原市 五所川原小学校 26 住居 O 。
五所川原消防署 27 住居 。 。

むつ市 む つ保健所 28 商業 。 o 
むつ商工会館 29 住居 。 。 。

(注)測定法 硫黄酸化物…………ー….....一一二酸化鉛法

窒素酸化物…・・………...一……一-アルカリろ紙法

降ドばいじん一-一....一...... 一・・・・・・デボジットゲージ法

浮遊粒子状物質……一一……-…サイクロン什ローボリウムエアサンプラー

ハU
円
/
U】
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図 1・1 手分析による大気汚染調査地点(その 1) 
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N 
仏コ

市

区

分

で円主

森

Tti 

日l、

日IJ

市

黒石市

五所川原市

むつ市

穴、ii
測定地点 平

青森 市役所 O. 13 

消費生活センター O. 14 

浪 打 中 学校 O. 07 

青森工業高校 O. 06 

青森東 言I司γ 校 O. 07 

教育センター O. 05 

新城 小学校 0.02 
戸¥TI:、 沢 小学校 0.05 

イ田 ，一"←3与ー 校 O. 04 

弘前合同庁舎 O. 06 

弘 日Ij 市 f生 所 O. 07 

東北女子大学 0.07 

藤 村 機 ~~ O. 09 

弘 rilJ 保健所 O. 05 

城 東 学校 O. 05 

平日 徳 小学校 O. 07 

致徳 学校 O. 03 

第三大成小学校 0.03 

東 学 校 O. 04 

清野袋(シェルター) O. 03 

黒石 小学校 0.01 
里 石 消 防 署 0.02 

五所川原小学校 O. 02 

五所川原消防署 O. 04 

む ") 保健所 0.01 

むつ商工会館 O. 06 

表1.11 硫黄酸化物、空素酸化物、降下ばし、じん測定結果

硫 黄 酸 化 物 窒素酸化物 降下ばいじん

S 03 mg / 100c1lI/日 N 02mg/100c1lI/日 t / kni / 月

均 最 品 最 {丘 平 均 最 品 最 {丘 平 均 最 王I司宮 最 低

0.22 O. 05 O. 009 O. 018 O. 003 4. 76 9. 30 1. 61 

O. 22 O. 07 0.010 O. 022 O. 003 6.71 13.50 2.53 

O. 14 0.01 O. 005 O. 013 O. 003 4. 66 17.56 2. 52 

O. 11 く0.01 O. 004 1. 000 <0.001 5.07 8. 96 1. 49 

0.40 く0.01 0.003 0.027 く0.001

O. 11 く0.01 0.006 0.014 0.001 

0.05 <0.01 0.002 O. 005 く0.001

0.09 <0.01 0.002 O. 008 <0.001 

O. 06 く0.01 0.005 0.013 <0.001 

O. 12 く0.01 O. 005 0.015 く0.001 4.67 8. 84 1. 52 

O. 12 <0.01 O. 004 0.013 く0.001 4.51 9.24 1. 36 

O. 12 0.03 0.004 0.012 く0.001 4.72 8.56 l. 61 

O. 15 O. 04 O. 006 0.018 <0.001 5.95 11. 58 1. 68 

0.10 く0.01 O. 005 0.016 く0.001

O. 08 く0.01 O. 007 0.019 <0.001 

O. 12 O. 03 O. 008 O. 024 く0.001

O. 06 く0.01 O. 003 O. 008 く0.001

O. 08 く0.01 0.003 0.009 く0.001

O. 09 <0.01 0.006 0.019 く0.001

O. 07 く0.01

O. 05 くO.01 0.001 O. 004 く0.001

O. 06 <0.01 0.003 O. 007 く0.001

O. 05 く0.01 0.001 O. 003 く0.001

0.07 く0.01 0.003 O. 007 <0.001 

0.03 <0.01 0.001 O. 003 く0.001

O. 13 く0.01 0.002 O. 004 く0.001 5. 87 10.42 2.25 



1.3.3 スパイクタイヤによる道路粉じん調査

昨年度に引き続きスパイクタイヤによる道路粉じん調

査を管内 3市5地点において、表1.12に示す項目につい

て行った。

降ドばいじん量の経月変化は、 l月以降積雪が少なく

路面が乾燥する日が多かったことから、 11月から 3月に

かけて降下ばいじん量の多い月が続き、 1 LLJ型の推移を

示し7こ。

スパイクタイヤ装着期の浮遊粉じん量は、青森市役所

前及び弘前警察署前で、非装着期に比較し、約 5倍であ

った。

表 1.12 スパイクタイヤによる道路粉じん調査

市区分 調査地 点

浮遊粉じん

青 森市
青森市役所前 。

堤小学校前 。

弘前市
弘前警察署前 。

東小学校前

む つ市 東和電材前

1.3.4 アスベスト実態調査

大気中のアスベスト j農度の実態を把握することを目的

として、「アスベストモニタリングマニュアル(昭和62

年 5月環境庁大気保全局大気規制課編)Jに従い、青森

市で調査を実施した。

表1.13 アスベスト調査結果

地域区分

住宅地域

廃棄物処分場等周辺

幹線道路沿線

1.4 降水中成分分析調査

測定値(f/ ;;) 

1. 76 

1. 37 

1. 62 

1.4.1 北海道・東北ブロック酸性雨合同調査

北海道・東北地域における降水成分の地域特性を明ら

かにし、今後の酸性雨対策に資することを目的として、

全国公害研協議会北海道・東北支部のブロック研究連絡

会で酸性雨合同調査を実施したり

(1) 調査地点:青森県保健衛生センター屋上

(2) 調査期間:梅雨期 (63. 6. 20~ 7. 1) 

及び降雪期(1. 1. g~ 2. 20) 

調

(3) 調子王項目:p H、EC、SOl一、 N 03-、Cf!一、

N H4+、Ca 2+、Mg2十、 Na¥K+  

24 

査 項 目

浮遊粒子状物質
降下ばいじん

道路堆積土砂
(ダストジャー法〉

。 O 。

。

O O 
O 

O 

1.4.2 酸性雨調査

降水成分の地域特性を明らかにし、今後の酸性雨対策

に資することを目的とし調査を行った。

(1) 調査期間:昭和63年 6月~平成見年 3月

(2) 採取方法週間ごと

(3) 調査地点及び調査項目は1.4. 1に同じ

1.5 自動車排出ガスによる環境影響調査

道路交通の著しい地点における自動車排出ガスによる

環境汚染の実態を調査した。

(1) 調査地点:青森市古川、みちのく銀行古川支庖前

(2) 調査期間:昭和63年 7月26日

(3) 調査項目:交通量、気象、窒素酸化物、一酸化

炭素、炭化水素

1.6 大気汚染物質排出量総合調査

大気汚染防止法に定めるばい煙発生施設を設置する工

場・事業場ーから排出される大気汚染物質の実態を把握す

るとともに、公害健康被害補償制度の円滑な運用を凶る

ため、環境庁の委託により実施した。

。調査期間昭和63年11月~平成元年 3月

。調長対象期間 昭和62年度 (62.4. 1 ~63. 3. 31) 

0回収状況対象工場・事業場 80

回答工場・事業場 74 (回収率9396)



2.騒音振動防止対策

2. 1 自動車交通騒音実態調査 2.2 青森空港周辺地域航空機騒音調査

東北自動車道沿線地域における自動車交通騒音の実態 航空機騒音による環境基準の類型があてはめられた青

を把握することを目的として、黒石市で調査を実施した。 森空港周辺地域について、環境基準の達成状況を調査し

表 2.1 自動車交通騒音調査結果

調リ 定 車道端 時間帯ごと騒音(ホン)

測定地点 からの
年 月 日 距離同 昼 夕方 夜 車』

黒石市 63. 7. 29 14.7 56 47 49 55 

竹鼻地医 63. 7. 30 120 44 40 36 46 

2.3 昭和63年度環境庁委託調査

在来鉄道騒音対策検討調査

J R津軽海峡線の開業に伴ない発生した騒音等の問題

について、その実態を明らかにするとともに、今後の対

策に資することを日的とする。

た。

表 2.2 航空機騒音調査結果

測定期間
測定値 基準値

測定地点
(WECPNL) (WECPNL) 

王余魚沢 63. 9. 6 
64 

地 区 "'-' 9. 12 

浪岡町 75 

相沢地区
63. 9. 6 

54 
"'-' 9. 12 

(1)調査地点青森市(8)、蓬田村(6)、蟹田町(4)

(2) 調査期間昭和63年 4月25日"'-'11月22日

(3) 調査項目的騒音実態調査

げ) 対策工事効果把握調査

(明鉄道軌道構造別等による騒音実態

調査

3.忠 央防 止対策

悪臭公害が問題化している木造町丸山地[天の大規模畜 産事業場に対し、改善対策を指導した。

F
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4.欣射能汚染防止対策

4. 1 放射性降下物に係る環境放射能調査 県内全域において陸域、海域の環境試料、食品等を採取

し、これに含まれる放射能を測定しているD

昭和63年度における空間放射線調査及び環境試料、食

品中の放射能調査の概要を、それぞれ表 4.1及び表 4.2 

に示す。

核実験等による放射性降下物(フォールアウト)の影

響を把握する目的で、昭和36年以降科学技術庁の委託に

より環境放射能(線)調査を継続して実施している O 本

調査では、青森市において空間放射線を測定する一方、

表 4.1 放射性降下物に係る空間放射線調査

調 査 項 目 調査地点 調査回数

サーベイメータによる空間線量率 青 森 市 12 

モニタリングポストによる計数率 " 連 続

表 4.2 放射性降下物に係る各種試料中の放射能調査

調査試料 調査地点 調 査回 数 全 β 放射能 放射性核種 日本試分析料センター
ヘ 送付

降 水 三円主 森 市 定時採取 O 

降 下 物 1/ 12 。 O 

上 7]( 1/ 2 。 。
土 壌 か 。 。

9 む ぐ〉 市 O 

日 常 食 主円主三 森 市 2 O O 

米 51. 日IJ 市 O 。
野菜(大 根 ) 戸 町 O 。(90S r、137C S ) 。

。 (キャベツ) 1/ O 。( II O 

1/ 。 む イコ 市 。
。 (ジャカイモ) か O 

牛 乳 青 森 市 2 。 O 
。 。 6 o ( 131 1 ) 

海 水 陸 奥 湾 。 。
。 むつ市関根浜沖 。

海 底 土 陸 奥 湾 O 。
。 むつ市関根浜沖 。 O 

海水魚(カレイ) 陸 奥 湾 。 o (90 S r、137Cs) 。
貝類(ホタテ貝) 。 O OC 1/ 。

。(ムラサキイガイ) むつ市関根浜沖 。 。
海藻類(ホンダワラ) 1; 。 O 

1/ 。 深浦町(沖) 。 o (90 S r、137C S ) 。

ハ
h
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4.2 原子力船「むつ」に係る放射能調査 たO

原子力船「むつ」は、昭和63年 1月関根浜新定係港へ

回航した後機能試験を実施した。続いて同年8月からは、

格納容器、原子炉容器の蓋を開放し、燃料集合体等の健

全性試験が行われた。

県及びむつ市は、「むつJが関根浜へ回航したことに

伴い、昭和63年度から『原子力船「むつ」安全監視委員

会』により承認された新しい監視計画により調査を実施

した。旧定係港があった大湊地区の調査は、核燃料及び

放射性廃棄物保管状況のチェックを除き全て打ち切られ

7こO

船内への立入調査は、表 4.3に示した項目について四

半期毎に実施した。これに加えて、「むつ」の点検等の

スケジュールに合わせ、随時定期外の立入調査を実施し

定係港周辺の空間放射線調査として、 63年 4月にモニ

タリングポストを大湊地区から浜関根地区へ移設し、空

間線量率を連続して測定した。また、 TLDによる積算

線量の測定地点を、これまでの 2地点から 4地点に増加

させ、代わりにサーベイメータによる測定を廃止した。

定係港周辺における環境試料中の放射能調査について

は、牛乳中の131 1の測定、降下物、ホンダワラ及びホ

タテ中の全ベータ放射能測定調査が新しく追加された。

また、核種分析試料をこれまでの年間 6試料から18試料

に増加した。

県とむつ市による調査項目の分担についても、若干の

見直しを行った。しかし、試料採取や機器の保守等につ

いては、両者が協力して行うことと Lている O

表 4.3 原 子 力 船 「むつ J 立入調査

調 査 項 目 調査回数 実施主体

核燃料及び放射性廃棄物の保管の状況

放射線管理の状況 県

環境放射能測定の結果 四半期毎

液体廃棄物の放出の状況 むつ市

その 他

表 4.4 定係港周辺の空間放射線調査

調査項目 調査地点 調査頻度 調査時期 実施主体

空間線量率

(モニタリン 浜関根 連 続

グポスト)

浜 関 根 4回/年 4、7、10、1月

県

積算線量 美 付 // 1/ 

( T L D ) 関 根 1/ 1/ 

水 ]11 目 1/ 1/ 

注:図番号は、測定地点図における位置を示す(以下同じ)。

ワー
円
ノ
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表 4.5 定 係港 周辺 環境試料中の放射能調査

ア.陸土試料

調査項目 試 手千 調査地点 調査頻度 調査時期 実施主体

~1吉二 水(地下水) 浜 関 キ艮 2回/年 5、 11月

全β放射能測定 県

降 下 物 11 12回/年 市ムー 月

土 壌 浜 関 根 l回/年 5 月 むつ市

全〆放射能測定

及び核種分析 牛 手L 水 )11 目 2回/年 5、 11月 県・むつ市

(co) 野菜類(キャベツ) 浜 関 根 l同/年 収穫期

137 C S /lH れ

指 標生物(松葉) /ノ 2 [司/年 5、 11月

注.牛乳については、 131 1も分析を行う。

イ .海洋試料

調査項目 試 料 調査地点 調査頻度 調査時期 実施主体

海藻類(ホン夕、、ワラ) 定係港沖 1回/年 5 月

全β放射能測定

目 類(ホタテ) 11 2凹/年 5、 11月

放出口付近 〆/ 11 

海 水 県
定係港 内 ノ/ It 

全β放射能測定
放出口付近 11 It 

及び核種分析 海 底 士
定係港 内 11 /〆

(oco) 海 藻 類(コンブ) 定係港沖 ノ/ ノ"

137 C S 

魚 類(カレイ) 11 11 11 む つ市

口。つ山
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図 4.1 定係港周辺調査地点図
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4.3 原子燃料サイクル施設環境放射能総合調査

青森県六ケ所村には、平成 3年度一部操業開始を目途

に使用済核燃料再処理施設、ウラン濃縮施設及び低レベ

ル放射性廃棄物貯蔵施設(原子燃料サイクル施設)の立

地が予定されている O このうち、ウラン濃縮施設につい

ては、昭和63年 8月に固から事業許可が下り、現在平成

3年 4月の操業に向け、建設が進められている O 低レベ

ル放射性廃棄物貯蔵施設及び使用済核燃料再処理施設に

ついては、それぞれ昭和63年 4月及び平成元年 3月に事

業許可申請がなされており、現在国の安全審査が行われ

ている O

これに対し青森県は科学技術庁の委託を受け、昭和60

年度から「原子燃料サイクル施設環境放射能総合調査」

を実施している。当所は本調査のなかで、六ケ所村及び

その周辺 6市町村における空間放射線の測定調査、及び

環境試料中の放射能測定調査を実施してしる。昭和63年

度は、平成元年度から始まる事前調査をにらみ、調査頻

度及び一部の調査方法以外は「原子燃料サイクル施設に

係る環境放射線等モニタリング基本計画(案) (昭和63

年 3月)Jにほぼ準拠した形で、調査を実施した。

表 4.6 原子燃料サイクル施設に係る空間放射線測定調査

調 査 回 数

調 査 地 占

積算線量1) 空間線量率2)

/¥  ケ 所 キナ 尾 較 4 

戸 鎖 4 

老部川 4 

又 4 

富ノ 沢 4 

千歳平 4 

上弥栄 4 

平 沼 4 

出 戸 4 

1白 6 

j¥、 森 6 

倉 内 6 

東 通 キナ 白 糠 6 

横 浜 町 吹 越 4 

明 神 平 6 

子一一 下 6 

野 辺 地 町 有 戸 6 

野辺地 6 

東 北 町 塔ノ沢山 6 

水 喰 6 

横 。て 6 

上 北 町 上 野 6 

沢 市 桜 田J 6 

1) T L D 

2 )アロカ製ポータブルエリアモニタ (NaI(Tt)2"rtx2"、DBM方式)

ハ
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表 4.7 原子燃料サイクル施設に係る環境試料中の放射能調査

採取 試料 採 取 地 市 ノノスJ、 析 項 目 採取時期
採取頻度

(回/年)

大気浮遊じん ノム¥ー ケ 所 キ干 尾 較 全α、全β 4、7、10、 1月 4 

T線放出核種 通 年 11 

ノノ 千 歳 平 全α、全β 4、7、10、1月 11 

/〆 1白 11 // ノノ

λF 平 沼 〆'/ 〆F // 

横 浜 町 吹 越 /，ノ // 11 

環境大気 」ノ」¥ ケ }す? 中、f尾 E支 3H  10、11、12、l、2月 6 

降 下 物 」ノ」¥ ケ }ヲ7 キ;t千 歳 平 90 S r、239+240P u 、238U等、 r線放出核種、3H 63年3月~元年2月 12 

河 JII -ノL¥ ケ 所 中、I老部川上流 T線放出核種、3H 11 月

〆〆 F〆 下流 // 11 11 

湖 沼 水 」ノ¥4 ケ 所 十，t尾 駁 沼 90 S r、r線放出核種、3H 7 月

// 鷹 架 沼 r線放出核種、3H 11 11 

上 北 町 小川原湖 ノ/ 11 ノノ

上水(蛇口水) ノ4¥4 ケ 所 キ干 尾 較 90 S r、T線放出核種、3H 9 月

升ー ド 7]( ノノ ノノ /ノ ノ/ 11 

河 底 j~ 」ノ」¥ ケ 所 キ、I老部川上流 r線放出核種 11 月

ノF 11 ド流 ノ/ 11 // 

湖 底 」ノ」¥ ケ !肝 H 尾 駁 沼 90 S r、239+240P u 、238U等、 r線放出核種 7 月

/ノ 鷹 架 沼 // // ノノ

_L 二lt 田I 小川原湖 90 S r、239+240P u 、r線放出核種 11 11 

土 壌 ノ」¥ ケ 所 中、I尾 駁 90 S r、239+240P u 、238U等、 T線放出核種 11 月

ノノ 千 歳 'F // ノノ Jペア

横 浜 町 明 神 平 ノ/ 8 月 〆'/

牛乳(原乳) ノ」¥ ケ 所 キ4 品 ノ 沢 90 S r 、238U等、 r線放出核種 12 月

横 浜 町 明 神 '1'- 90 S r、r線放出核種 8 月 11 

東 北 町 夫 雑 原 ノ/ 11 月 11 

精 米 -ノL¥ ケ 所 村 尾 車交 90 S r、239+240P u 、238U等、 r線放出核種 11 月

// 千 樽 // // /ノ

野 辺 地 町 千T戸鳥井平 90 S r、239+240P u 、r線放出核種 // // 

ハ ク→It イ -ノi¥， ケ 所 キ、I尾 較 90 S r、239+240P u、238U等、 T線放出核種 11 月

大 根 11 // ノノ // 11 

キャ ベ ツ 横 浜 町 吹 越 90 S r、239+240P u 、r線放出核種 11 11 

長 イ モ 東 北 llir 切A坂道ノ下 // 11 // 

q
J
 



採取試料 採 取 地 占 5可J、 析 項 目 採取時期
採取頻度

(回/年)

牧 中: 横 浜 町 明 ネ申 平 90 S r 、239十240P u 、238U等、 T線放出核種 8 月

松 葉 」ノ」¥ ケ 月? キ干 尾 較 238 U等、 7線放出核種 9 月

青 森 市 月 見 野 ノノ 11 ノノ

ワ カサギ ノ-~、 ケ T升 ホナ 尾 駿 沼 90 S r、239+240P u 、T線放出核種 11 月

シジ ミ貝 1二 北 町J 小川原湖 11 12 月 ノノ

海 水 六ケ所村前面海域 放出口予定地点 90 S r、239+240P u 、T線放出核種、3H 8 月

11 
か 北 20km 11 /ノ 〆'1

11 グ南 20伽 11 10 月 11 

海 底 士 六ケ所村前面海域 放出口予定地点 90 S r、239+240P u 、r線放出核種 8 月

F〆
11 ::11:: 20 k沼 11 11 11 

11 グ南 20km 11 10 月 /ノ

ヒ フ メ 六ケ所村前面海域 90 S r、239+240P u 、r線放出核種 10 月

二1 ン フ 11 11 〆/ 11 

カ レ イ 〆/ 11 2 月 11 

32 -



3 水質課関係



防止対策

平成元年 3月末における水質汚濁防止法対象の特定

事業場数は、表1.2のとおり、 2635工場事業場であり、

業種別では、旅館業が最も多く、817(31%)で次いで、

畜産業(豚房)が485(18%)、洗たく業が329(12箔)の

順である。また、市町村別では青森市が377(14%)、弘

前市が378(145ぢ)、むつ市が197(7箔)等となってい

る。

また、青森県公害防止条例対象の汚水関係施設は表1.

3のとおりである O

水質汚濁

昭和63年度における水質汚濁防止法及び青森県公害防

止条例に基づく特定施設等の届出の状況は、表1.1のと

おりであり、法対象が114件、条例対象が 2件となって

いる。

届出区分別では、施設設置届出が50件で全体の43%を

占め、保健所管内別では、弘前16件、青森14件、黒石 7

件の順である O

1 . 

発生源の規制、監視指導

a

司・・
• 4

唱・・
• 4

唱・・ 特定事業場の届出審査

a

司・・
• 4

・E

水質汚濁防止法及び公害防止条例に基づく届出件数表1.1 

氏名名称等
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沢ケ

汚水関係施設数(条例)表1.3特定事業場数(法律対象)表1.2

数

61 (18) 23 

総等度

度

年

年

数

(17) 22 度年62 

(17) 22 度年63 

(14) 14 試験又は検査実施施設

(238) 

(244) 

(270) 

( 49) 

( 2) 

( 2) 

( 2) 

( 3) 

総、

2， 546 

2， 585 

2，635 

817 

485 

329 

146 

118 

61 年度

62 年度

63 年度

旅館業

畜産農業(豚房)

洗たく業

豆腐・煮豆製造業

自動車車両洗浄施設

等度年

( 3) 

q
J
 

q
J
 

8 

( )内は、 1日当りの平均排水量が50m3

以上A
及び、有

害物質を排出する事業場数である。

他のそ

( )内は、 1日当りの平均排水量が50m3以上及ひ、有

害物質を排出する事業場数である。



主要特定事業場排水調査結果

業
F 

(mq/ n 

斉産食料品
製造業

ss 
Cmq/ n 

30~ 52 

BOD 
Cmq/ぜ)

14~ 52 

H
 

P
 

7. 3~7. 9 

種件数

表1.51.1.2 排出水の監視指導

水質汚渇防止法及び青森県公害防止条例に基づき、特

定事業場等から排出される排出水を監視するため、立入

検査を行い、所要の指導等を行った。

昭和63年度は、表 1.4のとおり97工場事業場に対して

延べ179回の立入検査を行い、 201検体の工場事業場排水 ら~ 440 

13~ 330 

10~ 37 

13~ 120 

12~ 330 

5. 8~8. 1 < 5~1700 

6.1~7. 5 < 5~ 960 

7. 0~8. 1 

8~ 260 

6~ 780 

13~ 84 

ぐ 5

7. 1~7. 4 

6. 8~7. 0 

7. O~7. 1 

30 

10 

水産食料品
製造業

みそ・しょ
う油製造業

豆腐・煮豆
製造業

カラス製品

製造業

米菓製造業

飲料製造業

を採取したO

このうち主なものは、し尿処理施設20事業場延べ36回、

水産食料品製造業16事業場延べ29回のほか洗たく業、旅

館業等である O

立入検査の結果、排水基準不適合は21件で全検体の約

18勉を占め、業種別では、水産食料品製造業10件、し尿

処理施設 3件、洗たく業 2件等となっている。

排水基準不適合の状況を項目別でみると、生活環境項

目では pH6件、 BOD13件、 SS 10件等である O

また、 トリクロロエチレン等に係る「公共用水域への

排出の抑制に関する管理目標」を超えた件数は 2となっ
8~ 120 

40~ 160 

21~ 64 

66~ 120 

6. 6~9. 0 

6. 7~7. 2 

19 洗たく業

卸売市場
ている O

これらの排水基準に適合していない各業種の工場事業

場に対しては、各々、排水処理施設の適正な管理、改善

等所要の指導、勧告等を行った。

4. 9~8. 3 くら~ 120 < 2~ 840 38 
し尿
処理施設

屯気
めっき施設

3目 9~5. 6 3~ 21 3. 3~7. 0 くる~ 43 15 

3~ 69 

i主 表の1白河士、最小値~最大値を示す。

自主測定に係る指導の強化

水質汚濁防止法第14条に規定する自主測定の効果的運

用を図るとともに、 トリグロロエチレン等による汚染を

防止するため、排水基準適用対象事業場を対象として、

白主測定指導要領(昭和60年 6月)に基づき、自主測定

に係る指導の強化を図った。

1.2 

6. 7~7. 9 < 5~ 130 旅館業

改

5海域

水質監視の状況

公共用水域の水質の監視は、「昭和63年度公共用水域

の水質の測定に関する計画」に基づき、河川及び海域に

ついて表1.6のとおり実施した。

竺j所管内の監視水域は図1.1のとおり 56河川、

の計61水域で、ある O

公共用水域の監視
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表1.6 公共用水域の調査状況

一般健康特殊その他
年度等水域数地点数検体数 項目項目項目項目

61年度 60 130 716 4，091 647 660 1.201 

62年度 60 130 716 4，159 637 644 1，296 

63年度 61 131 726 4，301 629 650 1，302 

河川 56 94 5 3.322 511 555 506 

海域 5 37 178 979 118 95 796 

/戸/¥)

) 

図1.1 調査対象水域

1.2.2 水質監視の結果

(1)健康項目

酸性河川の正津川、堤川及び駒込川、休廃止鉱山関連

の川内川、赤川及び浅瀬石川等でひ素がわずかながら検

出された。

しかし、ひ素を除いたその他の項目はほとんど定量下

限値未満であった。

(2) 生活環境項目

。水素イオン濃度、溶存酸素量

酸性河川の堤川、駒込川及び正津川、休廃止鉱山関連

の葛沢川及び大赤川が低い値であった口

一方、都市河川の寺沢川及び土測川で夏から秋期にか

けて高い値が観測されたが、溶存酸素量の結果から、河

床に繁茂している藻類の影響と考えられた。

O 生物化学的酸素要求量

生活雑排水が流入する都市部の中小河川、特に、弘前

地区では士関川及び寺沢川、青森地区では沖館川、浅虫

川、西滝川及び新城川で高い値が観測された。

O 化学的酸素要求量

陸奥湾及びその他の海域では、港湾部や河口部を除い

て比較的清浄であった。

O 浮遊物質 (SS) 

降雨時及び水田耕作時に高く、特に後者は、岩木川流

入河川で観測された。

O 大腸菌群数

河川は海域より高く、特に、 BODと同様、生活雑排

水が流入する都市部の中小河川で顕著であった。

0 特殊項目

休廃止鉱山関連の木戸ケ沢で亜鉛及びマンガン、葛沢

川で銅、大赤川で鉄及びマンガンが検出された。

海域では、フッ素を除いてほとんど定量下限値未満で

あった。

0 その他の項目

全窒素、全燐及びメチレンフ守ルー活性物質は都市河川

の寺沢川、土測川、沖館川及び浅虫川で高かった。

クロロフィル aは陸奥湾の港湾部及び河口部で、春か

ら夏にかけて高い傾向にあった。

1.2.3 底質監視の結果

底質については、表1.7のとおり、 6河川、 l海域の

計 7水域12地点で底質を採取し、分析を行った。

底質中の重金属類、窒素、燐等は底質の性状で異なる

ようであり、生活排水等が流入する河川及び河口海域の

泥で高かった。

「
h
d

q
ペリ



水浴場水質調査1. 3 底質の 調 査 状 況

水
域
数

検
体
数

地
点
数

表1.7

年間の遊泳人口が 5万人以上の合浦海水浴場(青森市)

及び鯵ケ沢海水浴場(鯵ケ沢町)を対象に調査を行った。

結果は、表1.8のとおりであり、両海水浴場とも「快

適」と判定された。

その他
項目
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水浴場調査結果(昭和63年度)表1.8

透明度

(m) 

C 0 D 

(旬/ I!) 

ふん便性大腸菌群数

(個/lOOmt)
定

え込
口

適

半
十

快

膜

無

出
回、JUY

1

透全

pH 

8. 0~8. 2 

8. 0~8. 4 

8. 1~8. 2 

8. 1~8. 2 

1. 3~ 3. 4 (1. 8) 

O. 6~2. 4 (1. 3) 

O. 9~2. 1 (1. 5) 

O. 5~2. 2 (1. 2) 

o ~ 39 ( 4) 

o ~ 34 ( 6) 

o ~ 68 (13) 
o ~350 (30) 

分

日IJ

中

日IJ

中

設

設

設

設

区

開

閉

開

閉

称

浦

名

沢ケ鯵

開設中の調査は、青森及び鯵ケ沢両保健所が実施した。

続き調査が必要と考えられるo P b、Cn、 Zn等につ

いては同水系の上流、下流の濃度差はみられず、また、

他の水系の地点との差もみられなかった。

ヤ品

動

ド

一

日

主
I'lfti;人 i

2. 

これまでの調査結果から、水銀、ひ素等の重金属類が

高濃度に検出されている堤川水系について、汚染の原因

を解明し、今後の水質保全に資することを目的として調

査を実施した。

水質および底質の測定状況については表1.9のとおり

であり、調査結果については資料編(水銀等環境汚染細

密調査結果)のとおりである。

水質については、 BOD等生活環境の保全に関する項目

は低い値であった。また、水銀等人の健康の保護に関する

項目は矢別発電所のAsを除いて定量下限値付近であった。

底質については、 Cdが上流(大川橋、矢別発電所)

で定量下限値付近であったが、下流(甲田橋)は高い値

となっており特徴的であった。 Asは同水系のうち荒川、

堤川が高濃度となっており、最上流地域における地層あ

るいは地下深部からの湧出水等の影響が予想され、引き

最小値~最大値(平均値)である。

水銀等環境汚染細密調査
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1.5 化学性物質環境調査

化学物質による環境汚染の実態及び排出状況を把握す

るため、ポリ塩化ビフェニル (PC B)及びトリクロロ

エチレン等について調査を実施したO トリクロロエチレ

ン等については、環境庁委託の調査も含まれており、委

託分については別項で概要を述べる O

1.5.1 P C B等

ごみ焼却場 2カ所、終末処理場 2カ所及び古紙再生工

場 1カ所の討 5カ所について、排出水及び底質の調査を

行った。

その結果は表1.10のとおりであり、排出水の水質は

PCB 、総水銀とも検出限界以下であった。

また、底質は PCBが(株) T製紙(弘前市)で0.99

1119/旬、総水銀が弘前市卜水処理場で"2.01119/旬、その

他 4カ所でもそれぞれ若干検出された。

1.5.2 トリク口口エチレン等

8 {口J川(8地点)、 12工場事業場の排出水の水質につ

いて調査を行った。

その結果は表1.11のとおりであり、排出水については、

2事業場でトリグロロエチレン、テトラクロロエチレン

が「公共用水域への排出の抑制に関する管理目標」を超

えていた。

なお、河川水では「水道水の暫定水質基準 iを超える

ものはなかった。

表1.10 P C B 等 調 査 結 果

調 査 施 設 時 期
水 質 (1119/1) 底質 (1119/kl}乾泥)

PCB T-Hg PCB T-Hg 

|吋 与/Fす3三 帰 場(青森 rn) 63. 10. 26 くO.0005 く0.0005 0.02 0.43 

駒 込 J{」FJ4 掃 T 場( くO.0005 くO.0005 <0.01 O. 03 
五所川原市浄化センター(五所川原市) くO.0005 くO.0005 く0.01 0.31 

附 T f製 紙(弘前市) く0.0005 くO.0005 O. 99 0.08 

弘前 rti ド水処理場( くO.0005 くO.0005 0， 05 2.0 

(注)底質の分析値は乾物換算

夫1.11 トリクロロエチレン等調査結果
(1119/ f) 

;同 西: 対 象 期 トリクロロエチレン テトラクロロエチレン 1.1.1トリグロロエタン

新城川(新井田橋) 63. 1 J J5 くO.0005 くO.0002 <0.0002 

J可 沖館;11(沖館橋 ) 63. 11. 15 '1 11 11 

淀川(イI 森橋 ) 63. 11. 15 ノ/ 11 11 

赤JlI( 沢田橋) 63. 11. 15 /ノ 11 11 

旧十}II(鳴戸橋 ) 63. 11. 22 11 11 ノノ

根 f堰(末 端) 63. 11. 29 O. 0098 0.013 ノ/

}I! 平川(藤崎橋 ) 63. 12. 19 くO.0005 <0.0002 ノノ

新十川(川倉橋) 63. 12. 21 くO.0005 11 ノ/

Tドライクリーニング 63. 11. 15 く0.0005 0.023 0.0014 

Jl二‘ 業 組 JI1 b、 63. 11. 15 11 0， 0057 くO.0002 

株 式 ノよベ玉、 社 63. 11. 22 0， 48 0.026 くO.0002 
ノ/ 63. 12. 5 O. 015 O. 0053 く0.0002

C ブ イ 63. 11. 22 くO.0005 O. 0026 O. 0006 

.i~~ T ト フ イ 63. 11. 22 O. 0034 O. 10 くO.0002 

N ト フ イ 63. 11. 22 <0.0005 くO.0002 O. 0008 

IW クリーニ ング 63. 11. 25 11 0.020 くO.0002 

NF u ト ブ イ 63. 11. 25 O. 0008 0.015 くO.0002 

弘前 rfj卜水処理場 63. 12. 19 くO.0005 く:0.0002 くO.0002 

H 航 空 Fモも f 63. 12. 19 くO.0005 くO.0002 0， 0079 

水 ド フ イ 63. 11. 29 くO.0005 O. 22 0， 0074 
/ノ 63. 12 8 くO.0005 O. 35 O. 0088 

Fクリーニング!占 63. 11. 29 くO.0005 0， 0043 O. 0002 
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1.6 昭和63年度燐規制対象湖沼実態調査 上、流域面積 1knl以上)が燐規制対象湖沼として指定さ

れた。これを受けて、燐規制対象湖沼実態調査を 4カ年

計画で進めることとし、 61年度から開始した。 63年度は

11湖沼について表1.12のとおり調査を実施した。

湖沼の富栄養化防止を図るため水質汚濁防止法施行令

等の一部が昭和60年 5月17日に改正施行されたことに伴

い、当所管内の37湖沼(原則として、湛水面積o.1 knltJ 

表1.12 昭和63年度燐規制対象湖沼実態調査結果
(単位 :mg/ f) 

湖沼名

長科下溜池

田 光沼

大沼溜 池

六沢溜 池

大穴ダム貯水池

飯詰ダム貯水池

浪岡ダム貯水池

吉野田新溜池

熊沢溜池

大沢内溜池

切明沼
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1. 7 環境庁委託調査
表1.13 農薬残留対策調査の調査内容

水域

(1) 昭和63年度農薬残留対策調査 十三湖 l 

各地の公共用水域において農薬が検出さ

れ、水質汚濁が懸念されているため、農薬
岩木川

の残留実態を把握することを目的として、

昨年度に引き続き十三湖及び岩木川におい

て水質底質及び貝類を対象とした口昭和63 備考)貝類:シジミ

調査地点調査試料

(中央水質

l底質
|貝類

(三好橋〕

査 項 目 調査回数

ダイムロン濃度、 pH、
COD 、BOD 5 
硬度等
ダイムロン濃度、強熱
減量等 I (5 月 ~9 月)
ダイムロン濃度、体長、
重量、粗脂肪等

年度は、水田除草剤のダイムロンについて 表1.14 トリクロロエチレン等汚染実態調査の内容

表1.13のとおり調査を実施した。

(2) 昭和63年度未規制汚濁源水質調査

トリクロロエチレン等未規制の化学物質

を使用している工場事業場の排水実態及び

公共用水域における同物質の濃度実態を把

握するため、表1.14のとおり、管内の 2工

場 2河川について調査を実施した。

1.8 行政依頼調 査

調査医分 所在地又は河川名 検体等 調査項目 数 量

処理施設後の

工場事業場
弘前市 2工場
五所川原市 排水及び最終 エチレン 2検体

排水中の濃度
- - - - ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ーーーーーーーーーーー・『圃-- ーーーーー-----ーーーーーーーーーーーーー---- テトラクロ

ロエチレン
正王 木 JII 

1. 1. 1トリグ|
2河川

公共用水域
土 沸l )11 河川水の濃度 2検体ロロエタン

表1.15 行 政 依 頼 調 査

依 頼機関 調 査 名 検体数 項目数

県士地改良第一課 水質広域管理計画調査 20 80 

県士地改良第一課 早瀬野ダム水質調査 19 304 

県鉱政保安課 大揚鉱山坑廃水の水質分析 8 24 

青森土木事務所 堤川中小河川改修工事に伴う水質検査 120 120 

38 -



2.士 壌 汚染防止対策

2. 1 概況調査

休廃止鉱山等の周辺地域の農用地土壌及び玄米の汚染

状況を把握するため、岩木川上流の西目屋村及び相馬村

で継続調査を実施した。

その結果は、表 2.1のとおりであり、玄米中のカドミ

ウム、水田土壌中のひ素及び銅ともに基準を下まわって

し、た。

表 2.1 土壌汚染概況調査結果

姐 4年i
地 水田 土壌 玄 米

地区 占 カウミ ひ カウミ

数 ドム
銅

素 ドム

くO.2 2.6 O. 8 くO.05 
西日屋村 4 '"'"'0.4 '"'"'8.4 '"'"'2.6 '"'"'0.10 

(0.3) (6.0) (1. 6) (<0.05) 

O. 8 21 1. 4 < O. 05 
相馬村 4 '"'"' 1. 2 '"'"' 17 '"'"' 1. 8 '"'"' < O. 05 

(1. 1) (12) (1. 6) (0.05) 

注数値は、最小~最大(平均値)である口

2.2 宿野部川土壌追跡調査

川内町の宿野部川沿岸の水田土壌は、昭和46年度の調

査の結果、銅により汚染されていることが判明したO ま

た、同56年度の調査結果及びその他一部水田土壌で銅及

びひ素濃度が高いことが判明し、土壌汚染対策地域に指

定された。指定に伴い同57年度から 4カ年計画で公害防

除特別土地改良事業が実施され、当所では当該地域 4地

点で年間 4回 (16検体、 80項目)継続調査を実施したO

その結果、銅は検出されたが、カドミウム及びひ素は

ほとんど定量下限値未満であった。

表 2.2 宿野部川地域水質調査結果

検休数 s s カトミウム ひ ぷ 鈴l
，J，¥if'U1也'，'f，1'， {+ p H 

(1'''vn (mg/f) (mg/f) (mg/ f) 

6， S 001 く0，001 く0，005
1 州，1;: 三 b沢山tIu 1 ~ 7 0 。01 001 ~O， 021 

(6 [l) (こり 001l 001l (0， (11) 

f庶o八民u，;品 日 :1 ど、o001 ぐo001 くo005 
2 '~ 4 ~6. 9 ~ 6 ぐり01 川)1 ~O 009 ，6.7) (2) ('<0.00]) 001 ) co. 005) 

114 6.4 ¥0.001 て0.001 ぇ 0.005

31fbT八JL 
1 ~6. 9 ~ 6 001 ~ 0.001 ~O 020 

(6.7) (2) 00]) (<0.00]) (0 012) 

.1 <0.001 くo001 jljl 十. ~íj 
"4  7. 0 ~ 7 ~<(). 001 く0.001

1 (6.8) (2) (<0. (JOll ぇ0.001)

n 数伯は、起小伯~松人前(中区jlt!Dである J

く0.005
~O. 014 
(0α)9) 

ふ
叶
J

屋
キ

日
口

西

大

秩

川

正玉

木

)11 

図 2.1 土壌汚染概況調査地点

西又沢末端
金八沢末端
金八沢・西又沢合流後
ð~平頭首工西

又
沢

旧西又鉱山 宿野部JI

図 2.2 宿野部川地域調査地点図
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E 調査研究報告



1989 青森県公害調査事務所所報No.lO

湖沼の信栄養化に関する調子モ研究(2)

一湖沼氏山中の栄養時li類-

奈良忠明

期化する過程において、水中に回帰し、藻類の増殖を促

すことから、湖沼の富栄養化を考える上で、湖沼の底質

の役割は大きし、1l。

前報においては、富栄養化しやすい湖沼として指定さ

れた燐規制対象湖沼の水質実態調査結果について報告し

た2) 本報では、同湖沼における底質調査の結果をまと

めた。

阪崎俊璽角田智子三上

湖沼の底質は集水域から流入する窒素・燐等の栄養塩

類や湖内で内部生産された藻類の枯死体等の有機物が沈

降し、堆積することから、集水域における水質汚渇の歴

史を知るうえで重要な意義を持っている。更に、底質中

に堆積された窒素・燐等の栄養塩類は物理的、化学的作

用により、或いは、微生物等により有機物が分解し、無

めじlet 
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2. 調査方法

2.1 点地及び試料調整

湖沼地 1"-'8は1987年度、 Nu9 "-' 16は1988年度、 Nu17

"-'24は1989年度に調査を実施した(図1)。

底質の採取は湖心にて、エッグマンパージ採泥器によ

り実施した。実験室に持ち帰った底質は遠心分離(1.500 

rpm、20min)後、上澄液をメンブランフィルター

(子L径1.2μm)により滴過した漏液を間隙水とし、ア

ンモニア性窒素及び燐酸態燐を測定した。遠心分離後の

底質は室温にて風乾後、乳鉢にて粉砕、均一に混合して

分析試料に供した。

表 l 基 礎

2.2 分析方法

2.2.1 水

全窒素

質

] 1 S K0102 (1986) 

(紫外線吸光光度法)

] 1 S K0102 (1986) 

(モリブデン青法)

クロロフィル a 海洋観測指針(1970)

2.2.2 間隙水

アンモニア性窒素 インドフェノール法

燐酸態燐 モリブデン青法

全燐

2.2.3 底

pH 

水分、強熱減量

質

土壌養分分析法3)

底質調査法4)

統 五十 量

区分 万3ヨιミ 数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 変動係数(%)

湖 面 積 (knf) O. 29 1. 17 0.10 0.223 75.8 

諸元
流 域 面 積 (knf) 13. 1 174. 6 1.0 34.9 266 

水 深 (m) 4. 1 17.0 0.7 4.25 101 

回 転 数(回/年) 9. 1 66. 0 1.4 13.8 150 

T-N (11UJ/ f) 0.71 1.7 O. 16 O. 455 63. 6 

水質
T-P (mg/ /!) O. 034 0.21 0.009 0.041 120 

Chl-a (!J，g/の 16 100 1.3 22. 7 136 

MT  S 1 4.3 7.4 2. 7 1. 15 26. 5 

間隙水
NH4-N (11UJ/ f) 3. 6 16 0.43 3. 91 107 

P 04- P (mg/ f) O. 036 O. 135 0.003 O. 039 108 

pH 6. 8 7. 4 6.3 0.31 4. 44 

水 分 (%) 5. 70 19.8 O. 49 3. 37 59.2 

1 L (箔) 20. 9 35. 5 3. 1 7.21 34. 4 

Org -C (%) 5. 47 14.9 0.98 3.51 64. 1 

T-N (mg/g) 4. 89 9. 35 O. 82 2. 60 53. 1 

T-P (mg/g) 0.787 2.34 O. 184 O. 434 55. 1 

底質
Fe-P (mg/ g) 0.217 1. 19 O. 022 0.233 107 

AI-P (mg/g) O. 145 O. 453 0.038 O. 112 77. 1 

Ca-P (11UJ/ g) O. 0091 0.045 0.001 0.0099 107 

I-P (mg/ g) 0.372 1. 64 O. 065 0.323 86. 8 

O-p (mq/ g) O. 415 0.695 0.091 O. 162 39.0 

クロロフィル分解物(SCDP)* 421 1280 21. 0 322 76. 6 

F e (mg/ g) 35. 3 81. 3 14.6 17. 2 48. 7 

Mn  (mq/ g) O. 646 2.97 O. 175 O. 611 94.6 

~く S C D P /100g Sedimentary Chlorophyll Degradation Product Unit 

つ白Aq
 



表 2 相 関
/ 

f丁 チリ 表 (n= 24) 

，;fj JC !.K 質 間隙水 底 質

湖/l'uh'!流主主i面積!.K 深 l口]私数 T -N T P Chl-[l MTSl NH，-N PO，-P p H 水 分 1 L Org-C T -N T -P 
ロ
ル
物

ロ
イ
解

ク
フ
分

pa 
O
 

PA 
l
 

p
 

a
 

c
 

p
 

A

、AJ
 p

 
e
 

F
 

F e M n 

流域[自ilW I o. Eう 1. 00 

。
ω 

。。。
o () 0 

。
。

湖 l白i杭1.00 

水深 o08 -O. 02 1. 00 

1"1 転数 O.66 O. 89 -O. 05 1 00 

匂〉 。。 。 。。
。

T -I'< O. 06 0 00 -O. 36 --O. 05 1 00 い白け ー
ノ〔 。

o () 0 

0 

C 

() 

T--P O. 26 O. 17 O. 30 O. 18 O. 52 1. 00 ( ) U 

Chl 034 0.25 -0.31 0.28 0.51 094 100 () 0 

M T S 1 O. 29 O. 25 0 41 O. 35 O. 54 0 83 O. 90 1. 00 仁)

N H ， N I o. 01 O. 01 -O. 26 . O. 06 O. 22 O. 16 O. 06 -O. 08 1 00 。
4与

に心

P 0， -P I O. 44 O. 46 -O. 15 O. 18 O. 15 O. 68 O. 73 O. 68 -O. 10 1 00 

日)
 

O. 15 O. 18 0 08 O. 11 --O. 13 O. 03 -O. 02 O. 08 -O. 01 O. 10 1 00 。。
ノk 分 I-O. 08 --O. 10 -O. 16 -O. 15 O. 56 O. 12 O. 04 O. 16 O. 15 -O. 02 O. 16 1. 00 @ 

1 L o 16 0 13 O. 52 -O. 14 0 62 O. 32 O. 31 O. 31 O. 39 O. 07 -O. 13 O. 48 1 00 U 0 

T-P O. 57 O. 75 -O. 24 O. 65 O. 25 O. 23 O. 31 O. 35 O. 26 0.35 O. 29 0.07 O. 23 O. 17 O. 25 1. 00 0 0 

0

0

0

 

@

@

0

0

 0

0

 

。
。

() rg C I -O. 04 -O. 09 O. 51 -O. 12 O. 40 O. 27 O. 31 O. 23 O. 35 O. 09 -O. 30 -0 00 O. 84 1. 00 0 

T --N -0 15 -O. 17 -O. 56 O. 20 O. 55 O. 30 O. 32 O. 27 O. 44 O. 02 -O. 19 O. 17 O. 89 O. 92 1. 00 

ド P 0.69 0.88 -0.13 0.76 0.15 0.17 0.22 0.27 021 0.36 0.35 0.08 0.04 -0.04 0.00 0.94 1.00 0 

A 1 -P O. 41 O. 58 -0 13 O. 54 O. 44 O. 34 O. 39 O. 36 O. 25 O. 28 O. 08 O. 01 O. 25 O. 22 O. 29 O. 77 O. 68 1. 00 0 

C a --P り:12 O. 28 0 45 O. 36 ‘01 0.10 0.14 0.00 -0.10 0.17 0.16 0.23 -0.27 -0.18 -0.24 0.00 0.06 0.32 1. 00 

I-P 0.65 0.85 -0.12 0.75 0.26 0.24 0.30 0.32 0.23 0.36 0.27 0.05 0.10 0.04 0.10 0.95 0.96 0.85 0.18 1.00 0 

0-P O. 22 o. 32 O. 40 O. 24 o. 14 O. 15 O. 22 O. 30 O. 22 O. 22 O. 22 O. 07 O. 41 O. 38 O. 47 O. 78 O. 60 O. 36 -O. 36 O. 55 1. 00 。。
クロロフィ

ノレ分解物 O. 30 -O. 27 -O. 41 -O. 32 O. 65 O. 17 O. 23 O. 20 O. 28 -O. 08 -O. 03 O. 23 O. 60 O. 51 O. 75 O. 17 -0.01 O. 28 -O. 17 O. 08 O. 31 1. 00 

ド 0.11 021 0.01 0.15 -0.20 -0.13 -0.11 -0.01 0.22 -0.01 0.57 0.02 -0.06 -0.16 '-0.02 0.50 0.52 0.01 -0.35 0.37 0.59 0.02 1. 00 0 

M n O. 01 O. 00 O. 09 -O. 02 -O. 35 -O. 23 -O. 24 -O. 24 O. 25 -O. 17 O. 49 -O. 09 -O. 13 -O. 12 -O. 08 O. 27 O. 24 -O. 09 -O. 18 O. 13 O. 45 -O. 10 O. 65 1. 00 

0: r >0. 40は、危険率 15ぢで有意。r>0.51は、危険率 5%で有意



有機体炭素

全窒素

全燐

Tyurin法3)

底質調査法(中和滴定法)4) 

底質調査法(硝酸過塩素酸分解

後、モリブデン青法)4) 

F e型りん、

Al型りん、

Ca型りん

無機態燐

関谷の方法

(土壌養分分析法)3) 

有機態燐

Fe型りん、 Al型りん

及びCa型りんの合計

全燐から無機態燐を差しヲ|し、た

90~ぢアセトン抽出吸光光度法5)クロロフィノレ

分解物

鉄、マンガン 原子吸光法

3. 結果と考察

3. 1 湖沼の概況と富栄養化の区分

ハ
リ
U

-Ezi 

出

現

数
n 三 24

5 

MTSI 

o 23 4567  

図 2 MTSIによる湖沼の区分

調査対象24湖沼のうち、天然湖沼が 4湖沼、ダム湖が

4湖沼で、残り 16湖沼は溜池である O 天然湖沼である田

光沼を除いた湖沼群は湖面積が 1klll未満である。これら

の湖沼を富栄養化と密接に関連している透明度、全燐及

びクロロフィル aを用いて、吉見の多変数富栄養化指

数 (MTS 1 Multiparameter trophic state inde-

ces)により湖沼の栄養化度を医分すると(図 2)、 M

T S 1値が中栄養湖の範囲 (MTS 1値:2< 三5)

に属する湖沼が12湖沼で、全体の半数を占めていた。 M

T S 1値が富栄養湖の範囲 (MTS 1値・ 4< 亘7に

属する湖沼が 6湖沼で、調査対象湖沼の多くは中~富栄

養湖に属し、残り 4湖沼は汚濁が著しい富~過栄養湖で

あった。

3.2 底質中の栄養塩類

底質中の測定項目のうち、有機物汚濁の指標である有

機体炭素及び栄養塩類である全窒素・全燐の分布をみる

10十出
現

数

n 二 24

Org-C 

o 3 6 9 12 15 (%) 

図 3 有 機 体 炭 素 の 分 布 図

と(表1)、有機体炭素は全体でO.98~14. 9%、平均5.47

%であった。最頻値は 3'"'-'6%の範囲にあれ全体の2/3

に相当する 16湖沼が O~6 労の範囲にあり、分布図に片

寄りがみられた(図 3)。調査対象湖沼を天然湖沼、ダ

ム湖及び溜池の 3類型に分類し、各湖沼型毎に有機体炭

素の含有量を平均値でみると、天然湖沼4.615皆、ダム湖

2. 67~語、溜池6.39% となり、ダム湖く天然湖沼く溜池の

順であったO

10+出 n= 24 
現

数

5 

T-N 

o 2 4 6 8 10 時/ダ)

図 4 全窒素の分布図

全窒素は全体でO.82~9. 35mg / g 、平均4.89mg/ g 、

最頻値は 4~6mg/g の範囲にあるが、分布はほぼ一様

であった(図 4)。湖沼型毎に全窒素の含有量を平均値

でみると、天然湖沼4.4mg/ g、ダム湖2.19m9/ g 、溜池

5. 67mg/ gで、有機体炭素と同様にダム湖〈天然湖沼く

溜池の順であった口

全燐は全体でO.184~2. 34m9 / g 、平均O.787mg/ g、

最頻値はO.5~ 1. Omg/ gで、半数以上の14湖沼がこの範

囲にあり、特に、天然湖沼である田光沼の全燐濃度2.34

mg/gで、調査対象湖沼中最も高かった(図 5)。湖沼型

毎に全燐の含有量を平均値でみると、天然湖沼1.03mg/ g 、

ダム湖O.603mg/ g 、溜池O.771mg/ gで、ダム湖<溜池

く天然湖沼の順となり、湖沼型別にみると有機体炭素と

A
斗
A

A
斗

A
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図5 全燐の分布図

全窒素は類似した濃度分布を示すが、全燐は異なった分

布であった。

長野県内の天然52湖沼底質中の有機体炭素、全窒素及

び全燐の含有量と比較すると(有機体炭素:O. 19'" 16.8 

勉、平均4.18%、全窒素:O. 26'" 11. omg / g 、平均3.34

mg/g 、全燐:O. 14"'5. 50mg / g 、平均1.21mg/g)6)、

分布の幅が 3者とも小さく、有機体炭素、全窒素は約30

'" 50~石高目で、全燐は約30%低目であったO

3.3 各項目聞の関係

底質中の各項目間の関係についてみると(表 2)、強

熱減量と有機体炭素、全窒素及びクロロフィル分解物、

特に、全窒素と有機体炭素との聞には良好な正の相関が

認められた。これらの項目はいずれも底質中における有

機物量の指標であるが、強熱減量(IL) と有機体炭素

(Org-C)の関係をみると(図 6)、

Org-C = O. 411・(1 L) -3. 13 

( r = 0.84) 

となる一次回帰曲線が得られた。一部溜池では有機体炭

素に比較して強熱減量が高目であるが、強熱減量 1%当

たり有機体炭素で0.411箔となり、この値は丸山等が天

然湖沼で得た値とほぼ同じであり 6)、両者ともに底質中

の有機物量の有効な指標となり得るものと思われる。

有機体炭素 (Org-C)と全窒素 (T-N)の関係をみ

ると(図7)、

T -N =0.686・(Org-C) + 1. 13 

( r = 0.92) 

となる一次回帰曲線が得られた。これは有機体炭素 1%

当たり O.686mg/ gに相ヰする O 底質中の窒素の大部分

が有機態窒素で、アンモニア性宝素をはじめとする無機

態窒素は少ないため7)、有機物の指標である有機体炭素

10 

e 
@手、急

1 L 

5 

o 10 20 30 40 (~ら)

図6 強熱減量と有機体炭素の関係

10十 Org-C
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..・・• • • 30、. .:: 
正コ
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~ 
Q T-N 

o 5 10 15 仰/タ)

図 7 有機体炭素と全窒素の関係

との聞に良好な正の相関が認められたものと思われる。

一方、強熱減量と全窒素の関係をみると、

T-N二 O.322. (1 L) -1. 85 

( r = O. 89) 

となる一次回帰曲線が得られた。これは強熱減量 1%当

たり全窒素O.322mg/ gに相当する。強熱減量は底質調

査では、分析が比較的簡便なため日常的に測定される項

目の一つであるが、有機体炭素、全窒素との聞に良好な

正の相関関係が認められることから、底質中におけるこ

れらの物質量の推定に有効であると思われる O

燐は窒素とともに藻類増殖に必須な栄養塩類であるが、

底質からの燐の溶出が湖沼の富栄養化をもたらすことか

ら、燐の挙動に興味がもたれている。燐と底質中の各項

目との聞の関係をみると、 Ca型りんを除く各形態別の

燐の間には良好な正の相関が認められるものの、その他

の項Hでは有意な差が認められなかった(表 2)。全窒

に
J
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図8 有機体炭素と全燐の関係
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図9 全窒素と全燐の関係

素と密接に関連している有機体炭素と全燐の関係をみる

と(図 8)、有機態燐が全燐に占める割合が29.7 ~79. 8 

9語、平均55.6郊で、パラツキが大きいためか、全窒素と

有機体炭素の聞にみられる良好な関係が認められなかっ

たことから、底質中における窒素と燐の動態は一様でな

し、ことが示唆される O

全窒素と全燐の関係をみると(図 9)、天然湖沼であ

る田光沼は調査対象湖沼中、最も、流域面積が広く、か

っ、回転数が大きいためか、全窒素に比較して全燐が高

目であるほかは、概ね、正の相関関係にあった。

底質からの燐の溶出に関して、無機態燐の役割が注目

され、このうち、 Fe型りんが関与していることが認め

られている8) 無機態燐をFe型りん、 Al型りん及び

Ca型りんの形態別に分けると、 Fe型りんO.022"-' 1. 19 

mg/ g 、平均0.217mg/g、Al型りんO.038"-'0. 453mg / 

g 、平均O.145mg/ g 、Ca型りん0.001"-'0.045mg/ g 、

平均O.0091mg/ gで、含有量の平均値でみると、

Ca型りんくAl型りんくFe型りん

の!I固となり、燐の溶出に関与する Fe型りんが最も高く、

Ca型りんは著しく低かった。無機態燐の形態別定量に

際し、分析方法、試料の前処理法の違いにより、抽出さ

れる形態別燐の含有量に差があり、特に、関谷の方法で

は湿泥と風乾泥ではCa型りんに大きな差があることが

報告されている10)。今回、風乾泥を対象としたことか

ら、前処理法を含めた分析法の検討が必要である O

一方、土壌の特性と形態別の無機態燐との聞に密接な

関係があり、山林土壌ではCa型りん、農用地ではAl

型りんの含有量が高く、流域内土壌の Fe型りん、 Al

型りんの存在割合が高い河川では全燐濃度が高いとして

し、る9) 

底質中の燐の成因を明らかにするため、諸元と形態別

燐の関係をみると、有機態燐及びCa型りんを除いた形

態別燐と流域面積及び回転数との聞に良好な正の相関関

係が認められた(表 2)。流域面積と回転数は湖沼に流

入する負荷量に関連し、流域面積が広く、かつ、回転数

が大きい湖沼ほど集水域から流入する負荷量が大きくな

るO 燐は窒素と異なり、士壌粒子表面に結合、吸着する

性質を有することから、土壌粒子表面と吸着、結合して

いる無機態燐が降水等により集水域から洗い出され、 S

Sとして河川、或いは、直接湖沼内に流入した燐が湖沼

底質中に堆積するものと考えられる O

3.4 主成分分析

各湖沼における湖水一間隙水一底質の連続した鉛直方

向での窒素・燐の挙動を総合的に把握するため、主成分

分析を試みた(表 3)。

第一主成分は底質中の全燐、 Fe型りん、 Al型りん、

無機態燐、有機態燐及び鉄に関する因子負荷量が高い値

で抽出された。無機態燐は鉄、或いは、マンガン等の重

金属の水酸化物表面に結合、吸着することが知られてい

るO 諸元のうち、流域面積、回転数と Ca型りんを除い

た各形態別燐との聞に良い正の相関が得られることから

(表 2)、第一主成分は集水域から湖沼に流入する土壌

由来の燐の堆積に関連する因子と考えられる O

第 2主成分は水系では全窒素、全燐及びクロロフィル-

aの3者が、底質では強熱減量、有機体炭素、全窒素及

びクロロフィル分解物に関する因子負荷量が高い値で抽

出された。これらの項目はし、ずれも有機物汚渇と密接に

関連していることから、第 2主成分は湖沼中で内部生産

された藻類の枯死体に由来する有機物汚渇を示す因子と

-46 



ら土壌粒子表面に吸着、結合した無機態燐はssとして

河川、或いは、直接湖水に流入し、速やかに沈降し、底

質中に堆積される。次いで、湖内で内部生産された藻類、

或いは、藻類の枯死体が沈降し、有機物として底質中に

堆積されるとともに、底質中に堆積された無機態燐のう

ち、 Fe型りんは嫌気的な還元下で、燐酸態燐として間

隙水中に溶出するものと考えられる O

湖沼中の主成分分析結果

因
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レぷ叶フロログ
/

クロロフィル分解物3.5 

子負荷量

Z 2 Z 3 

4. 34 2. 85 

51. 5 66. 5 

o. 71 O. 06 

o. 52 O. 48 

0.50 0.51 

O. 18 -0.35 

O. 15 O. 62 

-0.52 ← O. 13 

0.27 -0.21 

0.73 -0.39 

0.71 -0.32 

0.73 -0.43 

-O. 17 0.08 
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O. 00 O. 65 

-O. 19 0.28 
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間隙水その他は底質

Zl 

5.45 

28.7 

0.28 

0.32 
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成 分
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N H4 - N ** 
P 04--P ** 
pH 

水

1 L 
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表 3
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沢田はクロロフィル、クロロフィル酸分解物及びフェ

オフィチンのアセトン抽出物の吸収スベクトルの特性を

検討し、海底土中のアセトン抽出物とフェオフィチンは

同じ吸収スベクトノレを示すことから、海底土中のアセト

門

i
A
斗ム

考えられる O

第 3主成分は間隙水中の燐酸態燐、底質中の Ca型り

んに関する因子が比較的高い因子負荷量で抽出された。

鉄の水酸化物表面に結合、吸着している Fe型りんは嫌

気的な還元状態では燐が可溶化し、溶出することから、

第 3主成分は底質からの燐の溶出に関する因子と考えら

れる O

間隙水は水質と底質の中間に位置するため、物質が水

質から底質、底質から水質へ移動する場としての役割を

担っている。間隙水中の窒素・燐の主な存在形態である

アンモニア性窒素0.43'"'-'16mg/ f 、平均3.64mg/ f、燐

酸態燐O.003'"'-'0. 135mg / f、平均O.036mg / fで、両者

ともにパラツキが大きかった。間隙水中のアンモニア性

窒素、燐酸態燐と各項目との相関をみると(表 2)、ア

ンモニア性窒素と底質中の全窒素と比較的良好な相関が

認められ、燐酸態燐は水質中の全燐との聞に良好な正の

相関が認められることから、間隙水からの湖水への燐の

溶出が考えられる。

主成分分析の結果から、湖沼の水系一間隙水一底質中

での窒素・燐の栄養塩類の動態を考察すると、集水域か

*
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各湖沼聞のクラスター分析

他の21湖沼の 4グループに分類され、多くは極めて類似

した湖沼群で、あることがわかる O 今回、極めて類似した

湖沼群に分類された要因として、調査対象とした24湖沼

は富栄養化しやすい燐規制対象湖沼として、一定の条件

下で選定されたためと思われる O

4. め

今回、管内において富栄養化しやすい燐規制対象湖沼

として指定された24湖沼の底質調査を実施し、以下の知

見を得た。

① 底質中の有機物汚濁の指標である強熱減量、有機体

炭素、クロロフィル分解物と全窒素との聞に良好な正

の相関が認められた。

@ これに対して、これらの有機物汚濁の指標の項目と

全燐の聞に有意な関係が認められなかった。

③ 無機態燐を形態別に分離すると、 Ca型りんくAI

型りんく Fe型りんの順であった。主成分分析からこ

れら無機態燐は集水域からの土壌に由来するものと考

えられた。

④ クラスター分析の結果、調査対象湖沼は極めて類似

した湖沼群であったO

とま

図11

ン抽出物は藻類由来のフェオフィチンであるとしている

11)。今回、クロロフィル a (スピリルナ製:和光純

薬)、クロロフィル-a塩酸分解物及び湖沼底質中のア

セトン抽出物の吸収スペクトル(190~900n m) を比較

すると、クロロフィル aは663nm付近に吸収のピーク

が認められるが(図l. a)、クロロフィル aのアセ

トン抽出物に 1N塩酸 l滴を添加した塩酸分解物は665

nm付近に吸収ピーグが移行することから(図10. b)、

この塩酸分解物は665nm付近に吸収のピークをもっフ

ェオフィチンと思われる O 一方、湖沼底質中のアセトン

抽出物はいずれも665nm付近に吸収が認められること

から、クロロフィル分解物はフェオフィチンであるもの

と推察される(図10. C)。クロロフィル分解物と各項

目との関係をみると(表 2)、クロロフィル分解物と水

質、底質中の窒素及び有機物汚濁の指標である強熱減量、

有機体炭素と良好な正の相関関係が認められたが、燐、

特に、有機体燐との間には明確な関係は認められなかっ

た。

次いで、各湖沼間での類似度を調べるため、諸元をは

じめとする24項目を用いた(表1)、クラスター分析結

果(最短距離法)をデンドログラムで示す(凶 11)。デ

ンドログラムでは浪同ダム、田光沼、大穴ダム及びその
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青森県公害調査事務所所報NulO 1989 

中小都市河川の汚濁と硝化作用

奈良忠明 三上一 阪崎俊璽 高井秀子

角田智子 小林繁樹 工藤孝宣 田揮良基

1. は じめに 流路延長流域人口

河川の汚濁指標として BODが使用されているが、近

年、下水道の整備や工場・事業場の排水処理が進んでい

る一方で、水質はそれほど改善されていない現象1)がみ

られる。特に、活性汚泥や接触酸化などの好気性生物処

理で、有機物がアンモニア性又は亜硝酸性窒素に分解さ

れた後、硝酸性窒素へ変化する過程(硝化作用)で酸素

が消費されることから、 BODについて再評価する必要

がある O

硝化作用に関する研究は、 下水処理排水などについて

は比較的多し、2)のに対し、環境水での検討は少ないよう

である O

本報では、青森市を貫流する新城川を例として、中小

都市河川における BOD測定と硝化作用の影響を考察し

た。 図 l 調査地点
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4.2 B 0 D曲線

硝化由来による BODの有無を知るため、戸建沢橋で

BOD曲線を試みた。通常の河川では、 5日間のBOD

測定においては、炭素化合物による酸素消費が優先し、硝

化作用の影響は少なL、7) とされているが、同地点におい
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し尿処理場排水のBOD曲線

新城川上流

新城川上流域は山地、森林がほとんどであるが、戸建

沢橋の上流にはし尿処理場、平岡大橋の上流には水産食

料品製造業などが点在する。また、下流域は水田が広が

るとともに、宅地化が進み、流域人口は約19，000人である

(図1)。なお、同水域は水質環境基準の類型はBに指定

されている。
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BOD測定時に、硝化抑制剤としてアリルチオ尿素3)を

添加したもの及び無添加のものとの並行試験を行い、前

者を有機物の分解に由来する B0 D(C -B 0 D)としたO

また、硝化作用由来のBODは、 BODとC-BOD

の差から算出し、 N-BODとした。さらに、希釈水等

の調整は常法3)によった。

アンモニア及び亜硝酸酸化細菌は下水試験方法4)に従

い、培養日数は、前者が30日、後者は60日とした。また、

従属栄養細菌は上水試験法5)の桜井の培地によった。

アンモニア性窒素の定量は Sheiner6)の方法、その他

の形態別窒素の定量は常法によった。

方3. 

再建沢橋
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結果と考察

4.1 B 0 Dの推移

上流部の戸建沢橋及び河口部の新井田橋における昭和

52年度からのBODの推移をみると、前者は後者よりも

変動が大きく(図 2)、上流ほど汚濁されていることが

分かる。また、 6項の移動平均で時系列的に水質をみる

と上流は横ばいなのに対し、下流は幾分改善の傾向にあ

った。
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一方、同地点より上流に存在するし尿処理場の BOD

曲線では、初日から N-BODがみられた(図 4)。同

施設は簡易循環生物脱窒法を採用していることから、処

理過程で硝化細菌が関与した結果と考えられるが、日数

が経過しても N-BODはあまり増加せず、戸建沢橋に

おける挙動と異なっていた。

4.3 硝化作用の影響

BOD曲線の結果から、 N-BODが観測されたので

BODを有機物由来と硝化作用由来に区分した(図 5)。

その結果、 BODに占める硝化由来の割合(硝化寄与率)

は上流o~50. O~語、早稲田橋 o ~60. O~皆、戸建沢橋6. 9~ 

58.7%、平岡大橋 0----65.5~話、平岡橋 o ~58. 8%、下流

の岡田橋で o~66. 6箔となり、比較的大きかった。しか

し、 BODの低い上流及び水深の浅い下流の岡田橋では、

時に硝化寄与率が負になることがあり、分析方法を含め

て検討8)が必要である O

また、 BODは各地点とも冬期に高い傾向がみられ、

微生物活性が低下した結果と考えられる。特に、戸建沢

橋で顕著であり、排水処理機能の低下が考えられた。

次に、河川への影響を知るため、流域に存在する産業

排水の BODを河川と同様に区分した。 C-BODは原

水、 N-BODは放流水(処理水)でそれぞれ高かった

(表1)。したがって、 BODに占める硝化由来の割合

は後者で高率となり、生物処理の過程で硝化が進んでい

ることが示された。しかし、単純ばっ気方式を採用して

O ，88.57912'89.13571 1 F90.1 

図 6 BODと硝化作用の影響(その 2)
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ては 3日目から観測された(図 3)。

産業排水のC-BOD、N-BOD及び硝化寄与率表 l

硝化寄与率*

処理方法

N-BOD C-BOD 
n 種業象実ず

(%) 

と

単純ばっ気

活性汚泥

凝集沈殿

活性汚泥

長時間ばっ気

活性汚泥、脱窒

凝集沈殿

消化、活性汚泥

硝酸化、脱窒
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現象(アンモニアから亜硝酸、硝酸へ遷移)からみたも

のであり、細菌相からの考察は少ないようであるO

新城川の硝化細菌は、おおむね硝酸菌>亜硝酸菌であ

ったが、季節で変動が大きかった(図 8)。また、 N-

BODとの関係はみられなかった口硝化細菌については

測定例が少なし、10-11 うえに、培地組成、基質濃度、培養

期間のほかに、基質がアンモニア性、亜硝酸性そして硝酸

性へと変化することから、さらに検討が必要と思われた。

一方、有機物の分解とかかわりの深い従属栄養細菌は

大きな変化は見られず、上流から下流にかけて幾分多く

なる傾向にあった(図 8)。しかし、河川から産業排水

を含めたC-BODとの関係は比較的良好であり、汚濁

いる畜産食料品製造業では、排水処理の前後で差は小さ

かったO

4.4 形態別窒素の変化

N-BODは硝化の過程で観測されることから、窒素

を形態別に区分した(図 7)。窒素は戸建沢橋で急、に高

くなり、アンモニア性、時には亜硝酸性窒素に特徴がみ

られ、し尿処理施設からの流入負荷が考えられる。また、

発生源が存在しない早稲田橋では冬季に窒素が比較的高

し、ことから、上流域で融雪剤として使用されている尿素9) 

の影響と考えられる O

4.5 B 0 Dと細菌相の関係

硝化作用に関する研究は多いが、主として基質の変化
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河川との関係から大いに検討されてよい(図 9)0 

4.6 窒素と N-BODの関係

硝化作用による酸素消費量については経験式が提唱さ

れているが、有機態窒素が存在する場合は複雑なようで

ある(図10)。
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ここでは、アンモニア性及び亜硝酸性窒素の変化過程

を考慮、しないで、両者の存在量から N-BODの関係を

みたO その結果、 N-BODは河川よりも流域に存在す

る産業排水の方が高い領域に分布している(図11)こと

から、新城川の水質浄化を図るためには有機物のほかに

窒素の除去を考慮する必要があるD
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中小都市河川の汚濁要因を知るため、新城川を例とし

BODを有機物の分解及び硝化作用由来に区分し、以下

の知見を得た。

(1) 新城川における BOD曲線の結果、 3日目から硝

化作用由来の BOD (N-BOD)が観測された。

(2) 河川の BODに占める N-BODの割合は比較的

高く、時には 5割以上となった。また、流域に存在

する産業排水は処理水でその割合が高かった。

(3) 従属栄養細菌と有機物の分解に由来する BOD

とま5. 
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CC-BOD)の関係はみられたが、硝化細菌と N

BODの関係は明瞭でないことから、培養条件等の

検討の必要を認めた。

(4) N-BODはアンモニア性及び亜硝酸窒素の存在

量からおおよその推定が可能であり、水質の浄化に

当たっては有機物に加えて窒素除去の必要を認めた。
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青森県公害調査事務所所報NulO 1989 

P C B 汚染調子五結果

一第 6 平日

高井秀子 工藤健*1 中村稔*2 平出玖子*3

1. は じめに 2. 分析方法

PCBは、昭和43年のカネミ油症事件以来、その有害 水質は、環境庁告示による方法、底質は昭和50年度環

性及び蓄積性が問題となり、昭和47年に製造及び使用が 境庁水質保全局底質調査方法によった。

禁止され、環境への新たな放出は阻止された。

しかし、 PCBはその化学的性状において、安定性が

高いうえに、環境に排出されると長期間にわたって残留

する O

特に環境水で、は、検出できないほど微量であっても、

食物連鎖をくり返して濃縮され、魚類等には高濃度で存

在することがある。

当所では、昭和48年度から管内の公共用水域、ゴミ焼

却場及びゴミ埋立地等の水質と底質について一調査をして

おり、その結果については、前報1)2)3)4)5)で報告して

いる O 本報は昭和58年度から平成元年度までの結果をま

とめたものであるD

3. 結果及び考察

3. 1 公共用水域

3.1.1 調査点地図(図 1) 

3.1.2 河川

水質は、いずれの地点においても検出されなかった

(表1)。

底質は、生活雑排水等が流入している中小都市河川の

沖舘橋(沖舘J1i)で検出された。

しかし、その濃度は比較的低く、経年的には減少の傾

向にあった(表 2)口

人叩1111

図 l 調査地点図

*1 現青森県公害センター *2:現青森県公害課 *3:現青森県立中央病院
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新井田橋(新城)11)及び石森橋(堤)11)においては、 表 l 河川水質調査結果

昭和58年以降検出されなかった口
水河 域名 採1f月取H 河(mg川/t水) 

なお、昭和61年度西田橋(土淵)11)でO.50mg/ kqと比 JlI 地 占 名

58. 7. 15 く0.0005

較的高い値であるが、暫定除去基準のlOmg/kqを大巾に 59 7. く0.0005

下まわる値であったO

60. 7. くo0005 

|日 十 JlI )11 ILi 橋 61. 7. 15 くo.0005 

3.1.3 湖沼及び海域
62. 7. 20 <0.0005 

63. 7. 11 く0.0005

水質は、河川同様いずれの地点においても検出されな 7. <0.0005 

58. 7. 14 <0.0005 

かった(表 3)。 59. 7. 26 く0.0005

陸奥湾の底質については、港湾部及び河口部でわずか
60. 6. 27 く0.0005

蟹 IH JlI 蟹 田 橋 61. 6. 25 く0.0005

に検出されているが、青森港(西)及び大湊港田名部川
62. 6. 18 <0.0005 

63. 6. 13 く0.0005

河口で、は、昭和59年度以降検出されなかった。 6. く0.0005

58. 8. 10 く0.0005

また、十三湖中央では昭和60年度のみO.10mg/ kq検出 59. 8. 16 くo.0005 

された。
60. 9. <0.0005 

61. 8. 27 く0.0005

3.2 ゴミ焼却場及びゴミ埋立点
t 淵 )11 西 flI 橋 61. 10. 22 <0ω05 

62. 8. 25 く0.0005

3.2.1 ゴミ焼却場 62. 10. <0.0005 

63. 8. 11 ぐ0.0005

排出水からは検出されなかったが、排水路底質では、 7. 21 く0.0005

0.01 "'0. 58mg/匂の範囲で検出されていることから、今
58. 8. 10 くo0005 

59. 8. 16 <0.0005 

後とも監視する必要があると考えられる(表 4)。
60. 9. <0.0005 

61. 8. 27 <0.0005 

3.2.2 ゴミ埋立点
与一 沢 !II 日 暮 橋 61. 10. 22 <0.0005 

62. 8. 25 く0.0005

浸出水では検出されなかったが、埋立地土壌からは、 62. 10. く0.0005

63 8. 11 く0.0005

野里埋立地(五所川原市)でO.12mg / kq検出された 7. 21 <0.0005 

(表 5)。
58. 7. 22 <0.0005 

59. 7. 13 く0.0005

しかし、その他の埋立地では検出されなかったことか 60 7. 24 く0.0005

A!Ji 品t JlI 新井 1[1 橋 61. 7. く0.0005

ら、一般ゴミからの汚染は少ないものと考えられるO
62. 7. く0.0005

63. 7. 18 <0.0005 

3.3 汚水処理場及び終末処理場 7. 14 くo0005 

排出水からは検出されなかったが、排水路底質では、
58. 7. 22 <0.0005 

59 7. 13 ぐ0.0005

3施設で、 0.38"'0.01mg/ kqの範囲で検出された
60. 7. 24 くo.0005 

I中 舘 )11 i中 舘 橋 61. 7. ぐ0.0005

(表的。 62 7. くO.0005 

63 7. 18 くO.0005 

特に、昭和60年度に調査した弘前市下水処理場(弘前 7. 14 く0.0005

市〉の処理活泥から2.86mg/ kq検出されたことから、 P
58. 7. 22 く0.0005

59. 7. [7 ぐ0.0005

CBの濃縮係数(ここでは汚泥/水質と定義)はかなり
60 7. 10 ぐ0.0005

~ )11 中 回 橋 61. 7. 23 く0.0005

大きいことが示された。 62. 7. 23 ぐo0005 

63. 7. ~o. 0005 

3.4 事業場の排出水と排水路底泥 7. 11 くO.0005 

古紙再生工場である X製紙について調査した結果、排
58. 9. く0.0ω5

59. 9. く:':0.0005

出水からは検出されなかったが、底泥からは比較的高い
60. 9. 19 く0.0005

111 1'，部川 ド ~t 橋 61. 9. 29 <0.0005 

値が検出されているが、経年的には除々に低下している O
62. 9. く0.0005

63. 9. 13 くo0005 

なお、ガスクロマトグラフ上のピークパターンは、明 7. 27 <0.0005 

瞭なKC ~300であり、 PCBは製造中止となって久し
58. 9. くo.0005 

5S. 9. <0.0005 

いが、古紙にはわずかではあるが含有されているといえ
60. 9. 19 〈ご0.0005

$Ii日iずI ffj， )11 むつ大橋 61. 9. 29 く0.0005

る(表7)0
62. 9 く0.0005

63. 9. 13 くO.0005 

3.5 生体試料 7. 27 く0.0005

生体試料は、食物連鎖による PCB等の有害物質の蓄
58. 7. 11 く0.0005

59. 7. 18 くo0005 

積を知るうえで重要であるが、十三湖産シジミについて
60. 7. 22 <0.0005 

入; 知! )11 J; 畑橋 61. 7. ぐり 0005

は、すべてO.Olmg/旬以下(昭和63年10月12日、平成元
62. 7. 〈三o.0005 

63. 7. 27 0.0005 

年 7月11日)であり、特に問題はないようである O
7. 27 〈¥o.0005 
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表 3 湖 沼 海 域 調 査 結 果表 2 河川底質調査結果

ノk 質氏質
(切/f) (1119/ kq) 

くo.0005 く0.01

採取
年月日

58. 7. 21 

湖沼
海域名採取

年月日
底質
(mg/ kg) 

水域
河川名

地点名

地点名

59. <0.0005 く0.01

央 60. 7. 22 <0.0005 O. 10 

61. <0.0005¥0.01 

62. 7. 20 くよo.0005 く0.01
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く0.01

く0.01
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く0.01
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中 央
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ぐ0ω05 く0.01

く0.0005

59. 7. 30 く0ω05
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59. 7. 30 くo0005 

60. 7. 19 <0.0005 

央 61. 7. 28 <0.0005 

62. 7. 14 く0.0005

63. 8. < O. 0005 

7. <0.0005 

58. 7. 20 < O. 0005 

59. 7. 30 ぐo0005 

60. 7. 19 <0. 0005 

61. 7. 28 <0.0005 

62. 7. 14 <0. 0005 

63. 8. < O. 0005 

L7. <0.0005 

58. 7. 20 

59. 7. 30 

叶 60. 7. 19 

員 61. 7. 28 
62. 7. 14 

63. 8. 

1. 7. 

59. 8. 2 く0.01

60. 8. 2 く0.01

野辺地川野辺地橋 61. 8. 4 <0.01 

62. 8. 5 く0.01

63. 8.30 <0.01 

1. 7.27 く0.01

58. 9. 2 O. 02 

59. 7. 18 <0.01 

60. 7.22 <0.01 

田名部川下北橋 61. 7. 9 く0.01

62. 7. 2 く0.01

63. 7. 27 く0.01

1. 7. 27 くO.01 

陪奥湾中

野辺地湾

中 央
陸奥湾

ぐり 0005

ぐ0.0005

くo0005 
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中
陸 奥 湾 くO.0005 

<0.0005 

<0.0005 

<0.0005 
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表 4 ゴ ミ 焼 却 場 の排出水と排水路底質

排
(mg/出f) 

水 底 質

名 称 所在地 採取年月日
(mg/ kq) 

排出水 循環水 排水路

58. 10. 26 くo.0005 <0.01(側溝)

梨の木清掃センター青 森 市 59. 10. 23 くo.0005 o. 58 く0.01(側溝)

61. 11. 18 くO.0005 <0.01C側溝)

59. 10. 23 くo.0005 く0.01

60. 10. 29 くO.0005 

」内清掃工場青 森 市 62. 10. 23 くO.0005 <0.01 

63. 10. 26 くO.0005 0.02 

7. 21 <0.0005 O. 02 

平 内清掃工 場 平 内
町 59. 10. 23 

60. 10. 29 

<0.0005 くo.0005 <0.01 

<0.0005 O. 03 

60. 10. 29 <0.0005 O. 03 O. 1O(処理汚泥)

61. 11. 18 くO.0005 く0.01

駒 込清掃工場 青 森 市 62. 10. 23 くO.0005 く0.01

63. 10. 26 くO.0005 く0.01

7. 21 くO.0005 0.01 

表 5 ゴミ埋立地 の浸出水と底泥

浸 出 水 底 泥

名 称 所在地 採取年月日
(mg/f) (mg/kq) 

浸出水 処理水 排水路

蟹田地区埋立処分場蟹 田 町 58. 10. 26 く0.0005 <0.01 

野 里 埋 11- 地五所川原市 58. 10. 28 くO.0005 O. 12 

外 の沢埋立 地平 内 町 59. 10. 23 くO.0005 く0.01

貧民 沢 埋 且L 地青 森 市 59. 10. 25 <0.0005 くO.0005 く0.01

表 6 汚水処理場及び終末処理場の排出水と底質

排
(mg/出f) 水

底 質

名 称 所在地 採取年月日
(mg/ kq) 

排出水 排水路 処理汚泥

58. 10. 31 くO.0005 O. 05 
黒石地区清措施設組合田舎館村 61. 11. 18 

くO.0005 く0.011. 11. 1 

60. 11. 12 くO.0005 0.38 2. 86 

61. 11. 18 くO.0005 0.24 

弘前下水処理場弘 目IJ 市 62. 10. 26 <0.0005 0.26 

63.10. 26 くO.0005 0.05 

7. 12 くO.0005 O. 02 

62. 10. 23 <0.0005 く0.01

五 所川原市浄化センタ一五所川原市 63. 10. 26 くO.0005 <0.01 

7. 12 くO.0005 0.01 
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表 7 事業場の排出水と排水路底泥

名
採取排出水底泥

称所在地 年 月日 (mg/g) (mg/ kq) 

60. 11. 12 くo.0005 2. 49 

61.11.18 く0.0005 2. 12 

側 X製紙弘前市 62.10. 26 く0.0005 O. 93 

63. 10.26 くO.0005 0.99 

1. 7. 12 <0. 0005 O. 12 

4. まとめ

昭和58年度から平成元年度までの PCB調査結果から

環境水及び事業場排水全て不検出で、あった。

しかし、公共用水域の底質、古紙再生業やゴミ焼却場

の排水路の底泥からは、現在も比較的高い値が検出され

ていることから、今後とも監視が必要であると思われる O

また、下水道終末処理場の汚泥にもその傾向がみられ

ることから、処理処分に当たっては留意する必要がある O

ハU
円
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σ3 
N 

①二酸化硫黄

よ~.~
有効測定日数(日)

本
担リ 定 時 間(時間)

町
月 孟F 均 値(ppm ) 

を1時超間え値たが時O.間1p数a2 (時間)

公
p日'pm平を超均値えがた0日.0数4 ( 日 ) 

園
1時間値の最高値(ppm ) 

日平均値の最高値(ppm ) 

有効測定 H 数(日)

堤 調。 定 時 間(時間)

月 平 均 値(ppm ) 

1時超間え値たが O.1数f!2(時間)
を 時間

学
p日pm平を均超値えがた0日.0数4 ( 日 ) 

校
1時間値の最高値(ppm) 

日平均値の最高値(ppm ) 

4 

25 

612 

o. 008 

O 

O 

O. 023 

O. 013 

30 

714 

O. 005 

。
。

0.016 

O. 009 

(1 ) 大気汚染自動測定記録計による常時監視結果〈昭和 63年度〉

昭 手口 63 年

5 6 7 8 9 10 11 

29 30 31 20 30 31 28 

715 716 741 525 717 740 690 

0.006 o. 006 o. 006 o. 006 o. 008 o. 008 O. 009 

O O 。 O 。 O 。
O O 。 O O O O 

0.013 0.017 0.013 0.013 0.015 O. 032 O. 045 

O. 009 O. 008 O. 008 O. 008 0.010 O. 012 0.012 

29 22 28 15 30 31 28 

713 554 693 427 714 738 684 

O. 007 O. 007 。‘ 008 O. 008 O. 009 O. 009 O. 006 

O O O O O 。 。
O O O O O O O 

0.017 O. 020 O. 016 0.017 0.013 O. 035 O. 033 

0.010 0.010 0.010 0.012 0.012 0.012 0.010 

平成元年

12 2 3 

31 31 28 31 

739 742 670 742 

o. 009 0.010 0.009 o. 007 

O 。 O 。
o 。 。 。

O. 043 O. 050 O. 043 0.041 

0.017 0.019 0.013 O. 012 

31 31 25 31 

742 742 612 741 

O. 005 O. 006 O. 006 O. 006 

O O O O 

。 O 。 。
O. 034 O. 039 O. 032 O. 028 

0.010 0.012 O. 009 0.011 
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②二酸化窒 素

即¥知ー己¥¥噴 U ¥j ¥ ¥  ~U 

有効測 定 日 数 ( 日 )

本 担。 定 仏を 問(時間)

月 平 均 値(ppm ) 

町 1時間値の最高値(pp皿)

日平均値の最高値(ppm ) 

/ι一大ミ、 1 時間値が 9~~~(時間)
を 超えた時間数

1時間値が0.1ppm以上 (時間)
0.2 ppm以下の時間数

園
日平均値が0.06ppm(日)
を超えた日数

日平均値が0.04ppm以上 (日)
0.06 ppm以下の日数

有効測定 日 数 ( 日 )

堤 調。 定 時 間(時間)

月 平 均 値(ppm ) 

1時間値の最高値(ppm ) 

|日平均値の最高値(ppm ) 

学 1 時間値が 9.ß~ ~~ (時間)
を超え た 時 間 数

1時間値が0.1時pp皿間以上数(時間)
0.2 ppm以下の

校 日平均値が0.06m(日)
を超えた日数

日平均値が0.04ppm日m数l上
0.06 ppm以下の (日)

4 

30 

716 

0.012 

O. 037 

O. 020 

。
O 

O 

O 

30 

714 

o. 008 

O. 035 

O. 013 

。
O 

。
O 

日百 平日

5 6 7 8 

29 30 31 31 

714 717 739 742 

0.010 o. 009 o. 006 o. 009 

0.031 O. 038 0.021 O. 027 

0.017 O. 020 0.013 0.015 

。 O O 。
O 。 O 。
O 。 O 。
。 。 O O 

29 25 31 19 

712 618 742 509 

o. 008 O. 009 o. 005 0.007 

0.031 O. 044 0.021 O. 028 

0.015 O. 024 O. 013 0.012 

O O 。 。
。 。 O 。
O O 。 。
。 。 O 。

63 年 平成元年

9 10 11 12 つιd 3 

30 31 27 31 31 28 29 

716 742 671 740 742 670 700 

o. 009 o. 013 0.017 o. 020 0.021 0.019 O. 018 

0.031 O. 038 O. 050 0.061 O. 059 O. 064 O. 065 

0.015 O. 020 O. 027 0.037 O. 043 O. 035 O. 032 

O 。 。
O Ool ; 

O 。 。
。 。 。 。 。 O 

O 。 。 。 。 O 

O O 。 o O 。
14 31 28 31 28 27 23 

433 738 692 742 686 664 577 

o. 007 0.012 o. 014 0.015 0.018 0.014 O. 013 

O. 029 0.037 O. 056 O. 074 O. 068 O. 083 O. 056 

O. 012 0.021 O. 027 O. 035 O. 042 O. 032 O. 024 

。 。 。
0 0 0; 

O 。 。
。 。 。 。 O 。
。 。 。 O O 。
。 。 。 。; 。 。
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③ 浮遊粒子状物質

Lぐ
有効測定日数(日)

本

調Ij 定 時 間(時間)

町
月 平 均 値 (mg/ば)

を1時超間値えがたO.時20間mg/.数ば(時間)

ノ~之、
を日平超均値えがた0.10日mg/1数ば ( 日) 

1時間値の最高値(仰/ば)

園

日平均値の最高値 (mg/m') 

有効測定日数(日)

堤
担リ 定 時 間(時間)

月 平 均 値 (mg/m')

をl時超間値えがたO.時20m間g/J数ぽ(時間)

学 を日平超均値えがた0.10日mg/m'数 (日)

1時間値の最高値 (mg/m')

校

日平均値の最高値 (mg/ば)

4 

25 

612 

O. 025 

O 

O 

0.087 

O. 049 

30 

715 

O. 023 

O 

O 

0.086 

0.049 

昭 平日

5 6 7 8 

29 30 31 22 

715 716 741 560 

O. 020 O. 023 0.012 O. 022 

。 O 。 。
O O 。 O 

O. 084 O. 066 0.041 O. 075 

0.051 O. 041 O. 022 O. 058 

29 22 28 19 

715 556 699 498 

0.017 O. 019 O. 011 0.018 

O O 。 。
。 。 O 。

O. 081 O. 054 O. 039 O. 072 

O. 042 O. 032 O. 020 O. 052 

63 年 平成元年

9 10 11 12 2 3 

27 31 28 31 31 28 31 

649 742 691 739 742 670 742 

0.014 O. 024 O. 021 0.025 O. 032 O. 029 O. 028 

。 7 。 。 。 O O 

。 O 。 o 。 。 O 

O. 054 O. 537 O. 092 O. 093 : O. 115 O. 096 O. 104 

O. 028 O. 070 O. 034 O. 048 : O. 068 O. 044 O. 057 

30 31 28 31 31 25 31 

717 741 690 742 742 612 741 

0.011 0.019 O. 015 0.019 i O. 024 0.021 O. 024 

。 3 。 。 。 O 。
O 。 。

O. (自01 1 

。 。 。
O. 039 O. 315 O. 079 O. 113 0.105 O. 113 

O. 020 O. 053 O. 029 0.041 O. 056 O. 035 0.053 



春期 (4- 6月)

平均風速 l目 5m/s

N 

夏期 (7-9月)

平均風速1.4m/s

N 

W 

S 

E 20.0 c;ぢ W

秋期(10-12月)

平均風速1.6m/s

N 

E 20.0 % 

年間

半均風速1.5m/s

N 

E 20.0 c;ぢ

冬期(1-3月)

平均風速1.7 m/  s 

N 

E 20.0 qづ
W E 20.006 

本町公園局の年間及び季節別の風配図(S 63. 4 ~ H 1. 3 ) 

存!切 (4-6J1)

平均風速 2.4m/  s 

N 

反 則 c 7- 9月〕

平均風速 2.5m/  s 

N 

W 20.0 勾

秋期(10-12月)

子.ltJ風速 2.7m/  s 

N 

20.0 c;ぢ

年間

平均風速 2.6m / s 

N 

20.0% 

冬期 (1-3月〉

平均風速 2.5m/  s 

N 

W E 20.0 劣

S 

E 20.0 % 

堤小学校局の年間及び季節別の風配図(S 63. 4 ~ H 1. 3) 

S 

「

h
dpo 
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(2) 手分析による大気汚染状況調査結果

(対 昭和63年度硫黄酸化物測定結果(二酸化鉛法)

市区分 測 定地点 63/4 5 6 7 8 9 10 11 12 

ニ円主三 森 市役 所 O. 12 O. 07 O. 09 O. 05 o. 08 O. 08 0.10 o. 19 O. 18 

消費生活センター o. 17 0.10 o. 08 O. 07 O. 07 O. 07 O. 10 O. 19 O. 22 

浪 打 学校 O. 06 o. 04 O. 06 O. 06 O. 05 O. 01 O. 05 0.10 0.14 

青森工業高校 0.06 O. 05 O. 07 O. 06 O. 06 O. 03 O. 05 O. 09 O. 11 

青森市 三円主三 森 東 I仁可官 校 O. 04 O. 03 0.02 O. 03 0.03 <0.01 O. 03 O. 06 O. 40 

教育センター O. 04 0.03 <0.01 O. 05 O. 04 O. 03 O. 03 O. 09 o. 11 

新城 小学校 O. 02 0.02 <0.01 く0.01 0.01 く0.01 <0.01 O. 04 o. 05 

~\ Z 沢 小学校 0.04 O. 03 く0.01 o. 04 O. 03 O. 03 O. 03 O. 06 O. 07 

イ田 中 よデ' 校 0.03 O. 02 く0.01 O. 05 0.04 <0.01 0.03 O. 06 O. 06 

弘前合同庁舎 O. 06 O. 03 0.04 <0.01 0.03 <0.01 0.06 O. 11 O. 12 

弘 日IJ 市役所 O. 06 O. 04 く0.01 O. 05 O. 04 O. 03 O. 05 O. 12 O. 12 

東北女子大学 O. 06 O. 04 O. 05 O. 04 O. 03 O. 03 O. 04 O. 11 O. 09 

藤 キナ 機 号E 0.06 O. 06 0.06 O. 06 O. 04 O. 04 O. 08 0.15 O. 14 

弘 日IJ 保健 所 0.09 O. 03 0.04 O. 04 O. 03 O. 02 く0.01 O. 05 O. 05 

弘前市 城 東 小学校 0.04 O. 05 O. 05 くO.01 O. 05 O. 05 O. 07 O. 06 O. 08 

平日 徳、 小学校 0.07 O. 04 0.06 O. 04 O. 06 O. 04 O. 06 O. 08 O. 12 

致遠 小学校 O. 06 0.01 <0.01 O. 03 O. 02 O. 02 O. 02 O. 04 O. 05 

第三大成小学校 O. 02 く0.01 く0.01 0.01 0.01 o. 02 o. 02 o. 06 o. 08 

東. 学 校 0.03 O. 03 O. 03 0.02 o. 04 O. 03 0.04 o. 07 0.09 

清野袋(シェルター) o. 03 O. 03 O. 03 く0.01 O. 03 O. 03 O. 03 O. 04 0.07 

むつ保健所 0.01 0.01 <0.01 0.01 0.02 <0.01 く0.01 く0.01 O. 03 
むつ市

むつ商工会館 O. 06 0.02 <0.01 く0.01 く0.01 O. 02 O. 04 o. 09 O. 08 

五所川 五所川原小学校 0.02 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 欠測 欠測 O. 05 

原市 五所川原消防署 O. 04 O. 02 く0.01 O. 04 O. 04 O. 03 欠測 欠測 O. 07 

黒石 小学校 O. 02 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01 く0.01 く0.01 O. 03 O. 05 
黒石市

黒 石 消 防 署 0.04 0.02 く0.01 く0.01 0.01 く0.01 O. 04 く0.010.01 

単位 CSu3mg/100cm/LD 

1/1 2 3 平均最高最低

O. 21 O. 22 O. 19 O. 13 O. 22 o. 05 

O. 19 o. 20 o. 16 o. 14 O. 22 O. 07 

O. 12 0.10 O. 08 O. 07 0.14 0.01 

0.10 O. 09 く0.01 O. 06 O. 11 く0.01

O. 14 O. 08 く0.01 O. 07 O. 40 く0.01

O. 08 0.10 O. 04 0.05 O. 11 <0.01 

o. 04 O. 04 O. 03 O. 02 0.05 <0.01 

O. 07 o. 09 O. 07 O. 05 O. 09 く0.01

O. 06 O. 06 O. 05 o. 04 0.06 <0.01 

0.10 0.10 O. 11 O. 06 O. 12 <0.01 

O. 11 O. 09 O. 12 O. 07 O. 12 <0.01 

O. 11 0.12 O. 11 O. 07 0.12 O. 03 

O. 15 O. 14 O. 13 O. 09 O. 15 O. 04 

O. 06 O. 09 0.10 O. 05 0.10 く0.01

O. 08 O. 08 O. 02 O. 05 O. 08 く0.01

0.10 0.10 O. 03 O. 07 O. 12 O. 03 

0.04 <0.01 O. 03 O. 03 0.06 <0.01 

o. 07 o. 07 o. 05 o. 03 0.08 <0.01 

o. 07 o. 07 く0.01 0.04 0.09 <0.01 

0.07 O. 03 く0.01 0.03 O. 07 く0.01

0.03 0.01 く0.01 0.01 0.03 <0.01 

o. 13 0.09 0.13 o. 06 o. 13 く0.01

O. 03 O. 02 O. 04 O. 02 O. 05 く0.01

O. 06 O. 07 く0.01 O. 04 O. 07 く0.01

O. 05 O. 02 O. 00 0.01 0.05 <0.01 

O. 05 O. 06 O. 05 O. 02 O. 06 く0.01
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Lイ) 昭和63年度窒素酸化物測定結果(アルカリろ紙法)

市区分 測定地 点 63/4 5 6 7 8 9 10 

青 森 市役所 O. 003 O. 003 o. 005 O. 004 O. 007 O. 005 O. 013 

消費生活センター O. 003 o. 003 o. 004 O. 003 O. 005 O. 003 0.017 

青森市 浪 打 中 学 校 0.001く0.001 0.003 O. 001 0.001 O. 002 O. 008 

青森工業高校 O. 002 o. 002 0.002 0.002 <0.001 O. 003 o. 009 

青森市 青 森 東 1.右 校 く0.001く0.001<0.001く0.001<0.001く0.001 O. 003 

教育センター 0.001 O. 002 O. 003 O. 004 O. 005 O. 004 0.010 

*fr 城 学校 く0.001<0.001く0.001<0.001 0.001 0.001 O. 003 

ノ、I¥T. 沢 学校 く0.001く0.001<0.001 <0.001 O. 001 0.001 O. 008 

{田 中 学 校 く0.001 0.001 欠測 o. 002 O. 003 O. 002 0.013 

弘前合同庁舎 <0.001 O. 003 O. 002 O. 003 O. 003 O. 003 O. 006 

ヲム 日IJ 市 役 所 <0.001 O. 003 o. 002 O. 003 o. 004 O. 002 O. 003 

東北女子大学 く0.001 0.003 O. 002 O. 002 O. 002 O. 002 O. 003 

藤 村 4幾 号泣 くO.001 0.003 O. 002 O. 004 O. 002 O. 003 O. 007 

ヲム 日IJ 保 健所 <0.001 O. 003 O. 002 O. 004 O. 005 O. 004 O. 006 
弘前市

域 東 学校 <0.001 O. 002 0.001 O. 003 O. 003 O. 005 O. 012 

平日 徳、 学校 く0.001 O. 004 O. 002 O. 005 O. 006 O. 005 O. 007 

致遠 学校 <0.001 0.001 <0.001 O. 002 O. 002 0.001 O. 003 

第三大成小学校 くO.001 O. 002く0.001 0.002 O. 003 0.001 o. 002 

東 仁子 校 <0.001 o. 003 o. 002 o. 003 o. 005 o. 004 o. 008 

むつ保健所 <0.001く0.001<0.001く0.001くO.001く0.001く0.001
むつ市

むつ商工会館 くO.001く0.001く0.001 0.001 O. 002 0.001 o. 004 

五所川 五所川原小学校 く0.001<0.001くO.001く0.001く0.001<0. 001 欠測

原市 五所川原消防署 くO.001 O. 002 O. 001 O. 002 O. 002 O. 004 欠測

黒 石 小学校 く0.001くO.001 <0. 001 <0. 001く0.001くO.001 0.002 
黒石市

里 厄ー 消 防 署 くO.001 O. 002 O. 003 O. 002 O. 003 0.001 O. 004 

(N Uzmg/100C1lI/日)

11 12 1/1 2 3 平均最高最低

0.018 0.012 0.017 0.009 o. 006 O. 009 0.018 o. 003 

O. 021 O. 022 0.019 0.011 O. 005 0.010 O. 022 O. 003 

0.013 O. 013 0.012 O. 006 O. 003 O. 005 0.013 O. 003 

O. 007 o. 008 O. 008 o. 006 O. 002 O. 004 O. 009く0.001

O. 003 O. 027 O. 006 O. 002 <0. 001 O. 003 0.027く0.001

O. 013 O. 006 0.014 0.006 O. 004 O. 006 O. 014 0.001 

O. 005 O. 003 O. 004 0.002く0.001 0.002 O. 005くO.001 

O. 005 0.002 O. 004 O. 002 0.001 o. 002 O. 008く0.001

o. 012 O. 006 0.010 O. 005 O. 003 O. 005 0.013く0.001

0.013 O. 009 0.015 0.005 0.001 O. 005 0.015 <0.001 

O. 011 O. 005 0.013 0.004 O. 001 0.004 0.013く0.001

0.012 O. 005 0.011 o. 003く0.001 O. 004 0.012くO.001 

0.017 O. 009 O. 018 0.006 0.001 0.006 0.018 <0.001 

0.012 O. 008 0.016 O. 005 <0. 001 O. 005 0.016く0.001

O. 019 0.011 0.017 O. 006 O. 002 O. 007 0.019 <0.001 

O. 016 O. 013 O. 024 O. 007 O. 002 O. 008 0.024 <0.001 

O. 006 O. 004 O. 008 O. 003 <0. 001 O. 003 O. 008く0.001

o. 008 o. 004 o. 009 o. 002く0.001 0.003 0.009く0.001

o. 016 o. 008 0.019 0.005 0.001 0.006 0.019 <0.001 

0.001 O. 003 0.001 o. 002 <0. 001 0.001 o. 003く0.001

O. 004 O. 004 o. 004 o. 003 <0.001 O. 002 o. 004く0.001

欠測 O. 003 O. 002 0.002 <0.001 0.001 O. 003くO.001 

欠測 O. 006 O. 007 O. 004 0.001 O. 003 O. 007く0.001

0.004 O. 002 0.004 O. 001 <0. 001 O. 001 0.004く0.001

O. 007 O. 004 O. 007 O. 003 <0. 001 O. 003 0.007 <0.001 
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(ウ) 昭和63年度降下ばいじん量測定結果

市区分 測定地点 63/4 

青 森 市役 所 7.89 

青森市
消費生活センター 9.99 

浪打中学校 7.66 

青森工業高校 7.21 

弘前合同庁舎 8. 30 

弘前市
弘前市役所 8. 40 

東北女子大学 8. 31 

藤 村 機 器 10.16 

むつ市 むつ商工会館 8. 28 

5 6 7 8 

3. 53 2.33 1. 69 2. 11 

4. 70 3.48 3. 42 2.53 

4.30 2.52 欠測 欠測

4. 14 1. 85 1. 49 1. 94 

3. 42 1. 91 1. 67 1. 81 

3.61 2.04 1. 36 1. 82 

5. 43 3. 21 1. 92 2. 05 

4.74 2. 42 1. 69 1. 68 

3. 47 2.55 2.48 2.25 

単位 (t/k1ll/月)

9 10 11 12 1/1 2 3 平均最高最低

1. 61 4.25 7. 11 5. 80 4. 86 6.67 9. 30 4. 76 9.30 1. 61 

3. 06 5. 06 欠測 9. 64 7. 65 10.77 13.50 6.71 13. 50 2. 53 

4. 40 5. 45 10.06 8. 45 6. 95 17.56 8.96 4. 66 17.56 2.52 

1. 63 4. 79 7. 61 8. 96 6. 56 6. 55 8.06 5. 07 8. 96 1. 49 

1. 52 4.56 4.69 7. 15 5.00 7. 12 8. 84 4.67 8. 84 1. 52 

1. 59 4.40 4.66 6. 56 4.25 6.21 9.24 4.51 9.24 1. 36 

1. 61 4. 86 4. 32 5.65 欠測 5. 96 8. 56 4. 72 8.56 1. 61 

1. 80 4.69 5.93 8.52 7. 15 11. 01 11. 58 5.95 11. 58 1. 68 

4. 50 6.31 8. 85 8. 93 4.42 7. 94 10.42 5. 87 10.42 2.25 



σ3 
C.D 

同浮遊粒子状物質測定結果(昭和63年度)

地点名

本

町

公

困

局

d仁司b 

堤

ー主

校

局

全ιコ

調リ 定
月 測定期間

粉じん量 Cd Pb Cu 

4 4. 1~ 4.28 30. 7 o. 0006 0.025 o. 010 
5 4. 28~ 6. 3 23.2 O. 0005 0.019 0.010 

6 6. 3~ 7. 1 15.5 O. 0008 0.014 O. 005 
7 7. 1~ 7.29 10.4 O. 0006 0.008 O. 005 

8 7. 29~ 9. 2 14. 7 O. 0009 0.003 O. 011 

9 9. 2~ 9.30 12.4 O. 0009 O. 008 O. 009 

10 9. 30~ 1O. 28 22. 1 く0.0005 O. 013 O. 008 

11 10. 28~ 12. 2 23. 3 <0.0005 0.010 O. 005 

12 12. 2~ 1. 6 22.8 O. 0005 0.012 O. 004 
1. 6~ 2. 3 31. 3 O. 0006 0.016 0.007 

2 2. 3~ 3. 3 41. 1 O. 0006 0.011 0.010 

3 3. 3~ 3.31 31. 8 O. 0007 0.016 O. 007 

平均 23. 28 O. 0006 O. 013 O. 008 

最高 41. 1 O. 0009 O. 025 0.011 
最低 10.4 くO.0005 O. 003 O. 004 

4 4. 1~ 4.28 29.2 く0.0005 0.024 0.010 

5 4. 28~ 6. 3 18. 9 0.0005 0.017 0.017 

6 6. 3~ 7. 1 14.9 0.0006 0.017 O. 008 

7 7. 1 ~ 7.29 9.2 0.0006 0.004 O. 009 
8 7. 29~ 9. 2 17.0 O. 0005 0.009 0.010 

9 9. 2~ 9.30 10.8 O. 0008 0.008 o. 006 

10 9. 30~ 10.28 21. 7 O. 0006 O. 012 O. 010 
11 10. 28~12. 2 15. 1 く0.0005 O. 006 O. 007 

12 12. 2~ 1. 6 17.5 0.0006 0.012 0.004 

1. 6~ 2. 3 24. 2 O. 0008 O. 009 O. 005 

2 2. 3~ 3. 3 32.9 0.0010 O. 009 0.015 

3 3. 3~ 3.31 26.6 0.0014 0.019 O. 025 

平均 19.83 O. 0007 0.012 O. 011 

最高 32.9 O. 0014 0.024 0.025 

最低 9.2 <0.0005 O. 004 O. 004 

測定機器名:サイクロン式ローボリウムエアサンプラー(新宅 S-2型)

使用ろ紙:パールフレックス2500QA S T (石英繊維ろ紙)

分析法:HN03/HF分解→直接原子吸光法

高古 果 (μg/m3
) 

Zn F e M n  Ni Ca A/! Ti 

o. 052 0.71 o. 018 く0.005 o. 98 0.68 O. 021 
O. 043 0.40 0.014 くO.005 0.61 0.36 0.006 

O. 030 0.22 O. 008 くO.005 0.92 O. 14 0.005 
O. 026 O. 18 O. 007 く0.005 0.76 O. 12 く0.005
O. 035 0.28 0.016 く0.005 1. 55 O. 14 く0.005

0.031 O. 18 O. 008 く0.005 0.81 0.07 くO.005 
O. 036 0.29 O. 011 く0.005 0.99 O. 16 くO.005 
O. 039 O. 43 0.015 く0.005 O. 89 0.30 0.013 

0.031 0.26 O. 008 く0.005 O. 43 O. 16 <0.005 
O. 048 0.58 0.013 <0.005 1. 14 0.48 0.012 
O. 048 O. 92 0.021 く0.005 1. 81 O. 85 O. 026 

O. 044 O. 65 0.013 く0.005 1. 14 O. 58 O. 008 

O. 039 O. 43 0.013 <0.005 1. 00 0.34 0.008 

O. 052 0.92 0.021 く0.005 1. 81 0.85 0.026 
O. 026 O. 18 O. 007 <0.005 0.43 0.07 <0.005 

O. 049 O. 68 0.019 く0.005 O. 82 O. 77 0.024 
O. 046 0.37 0.013 <0.005 0.58 O. 38 0.006 
O. 036 0.22 O. 008 <0.005 0.98 O. 16 <0.005 

O. 047 O. 16 0.007 <0.005 0.71 O. 10 く0.005
O. 034 0.23 0.010 く0.005 0.99 O. 18 <0.005 
o. 045 o. 16 0.009 く0.005 o. 84 0.09 <0.005 

O. 044 O. 33 0.013 く0.005 1. 16 0.20 0.013 
O. 042 0.38 0.014 く0.005 O. 83 0.24 <0.005 
O. 040 0.34 0.010 く0.005 O. 74 0.27 0.007 

O. 039 O. 40 O. 032 くO.005 O. 80 O. 27 くO.005 
O. 045 0.78 0.019 く0.005 1. 28 0.64 O. 028 
O. 068 0.59 0.013 くO.005 1. 02 O. 44 0.010 

O. 045 0.39 0.014 く0.005 0.90 0.31 0.013 
O. 068 O. 78 0.032 く0.005 1. 28 0.77 0.028 

O. 034 O. 16 0.007 く0.005 0.58 0.09 く0.005



(3) スパイクタイヤによる道路粉じん調査結果

約 浮遊粉じん分析結果(ハイボリウムエアサンプラ一法)

単位 (μ g/m')

市区分調査地点 粉じん量 アスフアルト分1) Ca F e Af Mn Ti 

137 16. 4 3.24 2. 18 2.75 O. 046 0.22 

63. 10 162 25. 1 3. 09 2.35 2.88 O. 050 O. 19 

146 8.35 5. 40 3.32 4. 68 O. 068 O. 48 

148 16.6 3.91 2.62 3. 44 0.055 0.30 

青森市役所前 529 32.3 35.3 14.6 25. 8 0.324 2.20 

791 37. 0 52.6 25.9 38. 5 0.573 3.82 

3 I 587 27.1 35. 1 18.6 29.8 0.399 2.75 

738 36.4 52.0 25. 1 47. 3 0.551 4. 40 

平 均 [ 市 jd Ab 記 お5 0505 i 
112 16. 6 1. 38 1. 11 1. 22 O. 027 くO.1 

63. 10 90.7 9.71 1. 65 1. 30 1. 80 O. 034 くO.1 
cコJ 

68. 4 3. 74 2.22 1. 29 1.72 O. 032 くO.1 
-←一一一一一一一一ーーーー-ーーーーーーーーーーー←ー『一 一一 一一一一ー-

平 均 90. 4 10.0 1. 75 1. 23 1. 58 0.031 くO.1 

堤小学校前 108 5.69 7. 07 2.93 5.24 0.071 0.41 

257 9. 76 14.4 7.03 10.6 O. 169 1. 05 

3 155 6.00 7. 63 4. 12 8. 04 O. 103 0.67 

118 1. 41 7. 47 3.41 6. 80 O. 084 0.55 
一一一一一ーー-ーーーーーーー一ーーーーーーーーー一 一 一 一 一 一一 一一一一一一一ーー-ー-ー -ーーー一一ーーーーーーーーー-ー-ー一一

平 均 177 5. 72 9. 83 4. 85 8. 48 0.119 0.76 

131 12.0 4. 18 3. 16 3. 89 O. 070 O. 34 

63. 10 196 21. 3 4. 85 3.81 5. 10 O. 094 0.48 

119 8. 88 3.50 2.96 3. 60 O. 067 O. 34 
一一ー一一ー-ーー-ーーー一一ーーーーーー ι 一一ー一一一一一一

弘前市|弘前警察署前
平均 149 14. 1 4. 18 3. 31 4.20 O. 077 0.39 

L 670 73.4 109 81. 9 97. 9 1. 55 11.6 

141 均3||201 5 7 2 1 4 2 9 7 2  
11. 8 O. 196 1. 26 

720331287..830 4166..563124..O 5 
15.4 0.252 1. 40 

41. 7 O. 67 4.75 

注 1)ベンゼン抽出物質として分析



民、3
』司会

付) 浮遊粒子状物質分析結果(サイクロン付ローボリウムニアサンプラ一法)

市区分 調査地点 調査年月 粒径 (μm) 浮状遊物粒子質 アスフ分ァ
ノレ ト

63. 10 58. 0 7. 19 

青森市 青森市役所前 10 以下

3 115 11. 6 

(ウ) 道路堆積土砂分析結果

市民分 調査地点 調査年月 アスフアルト分 C a 

63. 10 1. 38 5. 09 

青森市 青森市役所前

3 3. 73 5. 48 

63. 10 1. 31 5.27 

弘前市 弘前警察署前

3 3.52 6. 36 

63. 11 O. 86 6. 66 

むつ市 東和電材前

2 4.36 7.39 

単位 (μ g/m')

Ca F e Ae Mn  Ti 

0.61 0.52 0.40 <0.02 <0.6 

6. 02 2.63 5. 15 0.077 く0.6

単位:勉

F e Ae Mn  Ti 

5.42 5.37 O. 096 0.677 

3.52 5.77 O. 078 0.431 

5.79 4.92 O. 118 0.656 

5. 72 5.84 O. 114 0.606 

5.54 6.85 O. 117 0.582 

4.80 6.12 O. 113 0.534 



-.J 

hコ

同 降下ばいじん分析結果(ダストジャー法)

分区市 測定地点 みよ1163/4 

総 主主三主L 欠測

プH本言- 青 森市役所前 溶解性成分 欠測

不溶解性成分 欠測

森

総 E玉三亘L 5. 15 

市 堤小学校前 溶解性成分 2. 05 

不溶解性成分 3.10 

総 E主主i 23. 04 

弘 弘前警察署前 溶解性成分 2.71 

不溶解性成分 20. 33 
日Ij

総 王主三立L 5. 89 

市 弘前市立東小学校前 溶解性成分 O. 65 

不溶解性成分 5.24 

5 6 7 8 9 10 

欠測 12.57 欠測 6. 40 6. 71 10. 19 

欠測 3.01 欠測 2. 65 2. 14 4. 69 

欠測 9. 56 欠測 3. 75 4. 57 5. 50 

5.55 6.54 欠測 4. 52 3. 40 6. 04 

2. 05 2. 08 欠測 1. 19 1. 32 3. 66 

3. 50 4. 27 欠測 3. 33 2. 08 2. 38 

8. 02 6. 33 3. 50 4. 06 3. 86 7. 40 

2.71 1. 01 0.90 0.73 0.64 4.48 

5. 31 5. 32 2. 60 3. 33 3. 22 2. 92 

5. 25 4. 00 欠測 1. 16 1. 93 5. 35 

0.65 1. 40 欠測 O. 33 O. 56 3. 43 

4. 60 2. 60 欠測 Q 83 1. 37 1. 92 

単位 t/knt/月

11 12 1/1 2 3 平均最高最低

30. 26 31. 15 34. 38 70. 48 58. 18 28. 92 70. 48 6. 40 

10. 01 11. 43 7.61 6.99 6. 19 6. 08 11. 43 2. 14 

20.25 19.72 26. 77 63. 49 51. 99 22. 84 63.49 3.75 

12.71 7.88 4.16 8.47 11. 18 6. 86 12. 71 3. 40 

9. 43 5.38 3.06 2.38 2. 85 3.22 9. 43 1. 19 

3. 28 2.50 1. 10 6. 09 8.33 3. 63 8. 33 1. 10 

16.97 32.40 37. 98 47. 30 37. 16 19.00 47. 30 3. 50 

4. 56 6.20 4.31 3. 53 5.53 3. 11 6. 20 0.64 

12. 41 26.20 33. 67 43. 77 31. 63 15.89 43. 77 2.60 

7. 80 13.75 7.14 17.14 15.70 7. 74 17. 14 1. 16 

3.00 4. 91 2.45 2.40 3.41 2. 11 4.91 0.33 

4.80 8.84 ~ 69 1~ 74 1~ 29 5.63 14.74 0.88 



(4) 酸性雨調査結果

No. 採取期間

5. 30~ 6. 6 

降水量
(mm) 

9.3 

つ
臼
つ
d

A

q

に
d

F

O

ワ
i

口
6

Q

d

6. 6~ 6. 13 56. 7 

6. 13~ 6. 20 16. 0 

6. 20~ 6. 27 8. 0 

6. 27~ 7. 4 0.6 

7. 4~ 7. 18 33. 5 

7. 18~ 7. 25 0.3 

7. 25~ 8. 11. 0 

8. 1 ~ 8. 8 7.6 
『、3
bコ

10 8. 8~ 8. 15 19.0 

11 8. 15~ 8. 22 0 

12 8. 22~ 8. 29 14. 1 

13 8. 29~ 9. 5 12. 6 

14 9. 5~ 9. 12 24. 0 

15 9. 12~ 9. 19 3. 7 

16 9. 19~ 9. 26 25.7 

17 9. 26~ 10. 3 10. 5 

18 10. 3~ 1O. 11 12.0 

19 10. 11 ~ 10. 17 27. 8 

20 10. 17 ~ 10. 24 2. 9 

21 10. 24~ 10. 31 16. 7 

22 10. 31 ~ 11. 7 39. 9 

pH 
E'C S042- N03- C1- NH4+ Ca2+ M只2+ K十 Na + 

(μS /cm) (抑/ f!) (mg/ f!) (mg/ f!) (mg/ f!) (mg/ f!) (mg7 f!) (mg/ f!) (mg/ f!) 

5.5 

5.4 

6. 1 

6.2 

ウ
t

つ中

F

し

ひ

に

は

円

4

1

1

円

4

1

1

4. 1 

1. 6 

3.4 

2.8 

2.9 

0.9 

1.7 

1.4 

1.6 

1. 3 

3. 1 

1. 3 

1.0 

0.52 

0.92 

O. 40 

1. 2 

0.28 

0.97 

1. 1 

0.73 

0.69 

2.3 

0.41 

1.4 

O. 48 

O. 68 

1.4 

0.79 

1. 2 

O. 85 

1. 1 

2.3 

1. 2 

O. 79 

O. 14 O. 43 1.6 

O. 48 

1.6 

0.69 

5.6 ハU
叩
a
A 2.4 1. 3 O. 68 O. 60 

0.87 0.40 

1. 5 O. 86 

O. 38 O. 15 

1.5 1.8 

O. 80 O. 09 

1. 3 O. 25 

5.6 0.06 

0.65 0.02 

2. 3 O. 15 

3.4 0.04 

25 O. 42 

13 1. 4 

11 0.82 

16 0.74 

0.055 O. 10 

0.22 O. 15 

O. 11 O. 08 

0.087 O. 10 O. 33 

5.2 

4.9 

5.6 

13 

33 

5.2 

2.0 

6. 8 

1.0 

1. 2 

3.1 

O. 4 

O. 081 O. 05 

O. 19 O. 16 

O. 035 O. 01 

O. 38 

0.79 

O. 15 
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No. 採取期間 降(m水m量) pH E -C (S mgO /42N  O mC g/l N /HJ f C a 2十 M 2+mgK/ + N  a 十
(μS/cm) (mg/ f:) (mg/ f:) (mg/ f:) (mg/ f:) (旬/f)(mg/JZf ) ( f  )(mg/f) 

23 11. 7~1 1. 14 24. 7 4.6 110 7.0 1.9 21 o. 92 1.4 1.8 1. 4 13 

24 11. 14~1 1. 21 11.4 4.8 110 8.9 1.8 24 o. 85 2.3 2.0 0.63 14 

25 11. 21 ~ 11. 28 11.0 5.2 37 5.9 1.7 3. 6 1. 1 2. 9 O. 32 O. 32 1.6 

26 11. 28~ 12. 5 9.3 5.2 54 6. 3 1. 3 9. 2 o. 67 2. 7 0.63 0.21 4.6 

27 12 5~12. 12 19.8 5.4 54 5.3 1. 3 9.7 o. 64 2.0 0.69 1. 3 5.3 

28 12. 12~ 12. 19 24. 6 4. 6 110 7.3 2.8 21 1.0 3.4 1. 3 1. 2 10 

29 12. 19~12. 26 13. 3 4.3 120 8. 3 2.8 20 1. 2 1. 7 1.4 o. 73 10 

30 12. 26~ 1 5 14.8 4. 9 70 5. 4 1. 1 14 O. 84 1. 6 0.93 1.0 6.8 

31 5~ 1 9 O 

32 9~ 1. 17 0.9 6.7 120 

』4J- 33 1. 17 ~ 1. 23 11. 5 6.2 35 4. 9 1. 1 4. 9 O. 55 2.9 0.31 0.45 1.8 

34 1. 23~ 1. 30 24. 0 5.7 42 4. 0 1.2 8.2 O. 54 1.8 0.51 0.29 3.7 

35 1. 30~ 2 6 14.7 4.9 63 7.8 1.8 11 O. 89 2.2 0.81 0.85 5.9 

36 2. 6~ 2. 13 1. 5 6.7 100 13 5. 3 14 1. 5 8.2 1. 1 1. 2 7.2 

37 2. 13~ 2. 20 O 

38 2. 20~ 2. 27 15.2 7.3 71 7.8 3.7 8. 0 O. 83 6.9 0.65 0.34 4.2 

39 2. 27~ 3. 6 11.5 6.8 26 3. 1 1. 1 1. 6 O. 36 3.0 O. 17 0.61 O. 78 

40 3 6~ 3. 13 1. 1 7.0 85 

41 3. 13~ 3. 20 O. 5 

42 3. 20~ 3. 27 10.0 6.7 54 5. 1 2.4 8.1 O. 63 3.9 0.63 0.69 3.7 

43 3. 27~ 4 3 1. 1 6. 8 93 



(5) 放射能調査結果

(対放射性降下物に係る調査結果

① 全ベータ放射能調査結果

試 キ:↓ 名

陸
上水(蛇口水)

7K 

O ~ 5 cm 

土

5 ~ 20 cm 

O ~ 5 cm 

壌

5 ~ 20 cm 

精 米

大 根

野
キ ャベツ

ノノ

1宗寺て

ジャガイモ

牛 乳

日 戸吊g. 食

海 水

海 底 1二

ホタ テ 貝

海
カ レ イ

産
ムラサキイカイ

生
ホン夕、、ワラ

物

採取場所

青 森 市

主円主 森 市

11 

む イコ 市

/ノ

弘 日リ 市

p 町

11 

む イコ 市

11 

ミヶ円主主 森 市

三円会三 森 市

むつ市関根浜沖

陸 奥 湾

むつ市関根浜?rt1

陸 奥 湾

ノノ

/ノ

むつ市関根浜沖

11 

11 深浦町(沖)

採取年月 検体数

S 63. 6 
2 

S 63. 12 

S 63. 7 

S 63. 7 

S 63. 8 

S 63. 8 

H 1. 

S 63. 10 

S 63. 10 

S 63. 11 

S 63. 9 

S 63. 8 
2 

H 1. 2 

S 63 6 
2 

S 63. 12 

S 63. 5 

S 63. 8 

S63. 5 

S 63. 8 

S 63. 11 

S 63. 11 

S 63. 6 

S 63. 5 

S 63. 6 

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以ドとした。

75 

放射能濃度(含K)

ND 

0.37 

14. 000 

0.30 

23. 000 

0.63 

27. 000 

0.59 

59. 000 

0.033 

o. 067 

0.063 

O. 067 

O. 12 

44 

63 ~ 67 

37 

30 

0.10 

0.56 

0.081 

O. 12 

O. 078 

0.30 

0.22 

単ー 位

Bq/f 

B q/g乾土

MB q/k1ll 

B q/g乾土

MB q/k1ll 

Bq/g乾土

MB q/k1ll 

Bq/g乾土

MB q/k1ll 

Bq/g精米

Bq/g生

B q/ f 

B q/人・日

mBq/f 

Bq/g乾士

B q/g生



⑨ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果

降水の定時採取(定時降水) 大型水盤による降下物
採 取

降水量 放射能濃度 (Bq / !!) 月間降下量 月間降下量
年 月

(mm) (MB q/k11f) (MB q/k11f) 測定数 最低値 最高値

S63年 4月 30. 5 11 ND 1. 7 4. 8 28 

5月 61. 5 10 ND 2.0 5.2 18 

6月 87.4 12 ND 1.3 1. 5 ND 

7月 48. 5 10 ND 1. 7 0.74 ND 

8月 38. 5 8 ND 0.85 2.6 ND 

9月 52.5 11 ND ND ND ND 

10月 67. 5 16 ND 1. 1 16 23 

11月 72. 5 14 ND 7.4 74 ND 

12月 94. 5 14 ND 2.7 45 59 

H元年 1月 42. 5 11 ND 1. 3 1. 5 ND 

2月 39. 0 10 ND 1. 1 4.8 41 

3月 38. 5 10 ND 1.8 12 24 
L..- .Lーーーーー

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした口

③ 放射化学分析結果

採 取 放射能濃度

試 ギヰ 名 検体数 単 位
年 月 90S r 137 C S 

野 大 根 S. 63. 10 o. 19 O. 037 

B q/kg生

菜 キ ャベツ S. 63. 10 O. 24 O. 17 

海
ホタ テ貝 S. 63. 11 ND 0.063 

産
カ イ S. 63. 11 ND O. 19 B q/kg生レ

生

物 ~ンタゃワラ S. 63. 6 ND O. 17 

ND:五十数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした。
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④ 牛乳中の131 1分析結果

採 取 場 所 青森市 11 11 /ノ /ノ ノ"

採 取 年 月 S. 63. 6 I S. 63. 7 I S. 63. 8 I S. 63. 9 I S. 63. 10 S. 63. 11 

放射能濃度CBq/ f) ND ND ND ND ND ND 

L... 

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした。

⑤ 空間放射線量率測定結果

モ ニ タ リ ン グポスト Cc p s) サーベイメータ

測定年月

最 {底 f直 最 王『司町 値 平 均 値 CnGy/h) 

S 63年 4月 7. 0 10.5 7.7 39 

5月 7. 0 12.0 7.9 41 

6月 7.0 15.0 8. 0 40 

7月 7. 0 12.5 7. 8 38 

8月 7. 0 13.0 8. 0 40 

9月 7. 0 11. 5 7.9 38 

10月 7.0 14.0 8.2 39 

11月 7.0 18. 0 8.7 39 

12月 6. 0 22.0 8.4 36 

日元年 1月 6.0 18.0 7. 8 32 

2月 6. 0 15.5 7.6 30 

3月 7.0 11. 5 7.9 31 

年 間 {直 6.0 22.0 8. 0 30 ~ 41 
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付) 原子力船「むつ」に係る調査結果

'-

ここには、第13回原子力船「むつ」安全監視委員会(元. 2. 27)に提出した、昭和63年12月分までのデータを掲

載した。

① モニタリングポストによる空間放射線量率

[関根浜漁民研修センタ -J (nGy/h) 

医分/月

平均値

最大値

最小値

② TLDによる積算線量測定結果

積 算 京泉 量 (μGy /91日)

測定地点 S. 63. 5. 18 S. 63. 6. 22 S. 63. 9. 13 

63. 6. 22 63. 9. 13 63. 12. 15 

浜 関 根 47 120 120 

美 イ寸 50 120 120 

関 根 46 110 110 

水 JII 目 46 110 110 

注)63. 5. 18~63. 6. 22の測定結果は、 35日間の積算線量である。

③ 各種試料中の全ベータ放射能測定結果

試 料 測定地点 単 位
採 取 年 月

S. 63. 5 S. 63. 11 

放出口付近 Bq/f 0.037 0.027 
海 水

定係港内 B q/ f 0.041 0.031 

放出口付近 Bq/g乾士 O. 14 0.10 
海 底 土

定係 港 内 Bq/g乾土 0.44 O. 37 

陸水(地下水) 浜 関 根 B q/ f O. 078 O. 074 

Bq/g灰 10(0.78) 
キ ヤ...-..;;ツ 浜 関 根

Bq/g生 O. 067(0. 0048) 

Bq/g灰 7.8(3.4) 8.1(2.8) 
松 葉 浜 関 根

Bq/g生 O. 11 (0. 048) O. 10(0. 035) 

Bq/g灰 5.2(0.63) 
ホンダワラ 定係港沖

B q/g生 O. 30(0. 037) 

Bq/g灰 4. 8(0. 52) 5.6(0.70) 
ホ タ ア 定係港 沖

Bq/g生 O. 089(0. 0096) O. 096(0. 012) 

Bq/g灰 10(0.32) 10(1. 3) 
コ ン フ 定係港沖

Bq/g生 0.44(0.014) 0.41(0.048) 
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④ 降下物中の全ベータ放射能測定結果

測定地点 年 月 放(B射q能/濃t度?) 降 下量
備 考(MB q /km) 

s. 63. 5 N D N D 

6 N D N D 

7 N D N D 

8 N D N D 
1兵 関 根

9 N D N D 

10 N D N D 

11 N D N D 

L一一一一一一一一一

12 N D N D 

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした。

⑤ 牛乳中の放射性ヨウ素 (1-130測定結果

採取年月

S. 63. 5 I S. 63. 11 
単 位 備 考測定地点

Bq//l N D 水川目 N D 

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした。

⑥ 環境試料中の核種分析結果

採 取 年 月
試 手ヰ 採取場所 単 位 核 種

S. 63. 5 S. 63. 11 

60 C 0 N D N D 
放出口付近

137 C S 3.7士o.48 4.4:1: 0.52 
海 水 mBq//l 

D N D 60 C 0 N 
定 係 港 内

137 C S 3.5土0.48 3. 7:1: O. 52 

60 C 0 N D N D 
放出口付近

137 C S N D N D 
海 底 士 B q/kq乾土

N D N D 60 C 0 

定 係 港 内
137 C S 2.0:1: 0.52 1. 5:1: O. 48 

60 C 0 N D N D 
B q/kq灰

137 C S 24士1.3 11土1.4
松 葉 浜 関 根

60 C 0 N D N D 
B q/kq生

137 C S 0.33:1: 0.018 O. 13土0.017

60 C 0 [ぜ D N D 
B q/kq灰

137 C S N D 4.4土1.0
コ ン フ 定 係 港 1中

60 C 0 N D N D 
B q/kq生

137 C S N D O. 17士0.041

60 C 0 N D 
B q/kq灰

137 C S 17:1: 2.0 
キ ヤ

J¥  ツ浜 関 根
60 C 0 N D 

B q/kq生
137 C S O. 11土O.012 

ND:計数値が計数誤差の 3倍を越えない場合、検出限界以下とした口
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2 .水

(1) 底質調査結果 (63年度測定計画分)

(2) 海水浴場水質調査結果(開設前)

(3) 水銀等環境汚染細密調査結果

(4) 土壌汚染概況調査結果

(5) 宿野辺川追跡調査結果

質 課 関 係

-80-



(1 )底質調査結果(63 年 度 測 定 計 画 分 )

水 湾域 | 土 関 川 新城川 i中 館 川 淀 川 野辺地川 田名部川 陸 奥

8.11 7. lb 

両出橋 新井田橋 沖館橋 イj 森橋 野辺地橋 下 北 橋
青森港 青森港 堤川河口 野辺地港 大湊港
(商東 1 km沖中央 (芦崎)

日寺
lぇ: 期分

7. 18 8. 30 7.27 8.3 8.3 8.3 8.3 

考備
港
部
口
一

3

湊
名
河
一
仁

大
田
川
一

i8.3 7.8 

観|砂 砂 泥 泥砂 itE 泥砂泥泥 泥 泥砂泥泥

相|黒灰色茶色黒色黒色伺色黒色黒灰色黒色黒 色 黒 色 黒 灰 色 黒 色

気|無 無下水臭無無無 無 無 無 黒無 無

21. 4 33.0 40.8 

pH 6.9 

ー般Jji[1 
ノk 分 合 1 -i ネ(矢づ)

強熱減量(予約

C 0 D(02mg/ 'l乾山)

カトミウム(切/k'l乾泥) O. 12 <0.05 

1. 6 2.3 

1. 5 5.5 

7.5 7目 8 7.7 7.4 6.3 7.4 

36.4 27.0 47. 5 43. 1 38.5 

7.9 5.3 14.3 7.0 内ペ
U• ハリl

 
7.7 

19 9.9 42 23 24 22 

19 15 2 1鉛 12 

健康項目|ヒ 素(

総水銀(

3. 2 

0.03 0.02 

P C B ( く0.01 く0.01

銅

11巨鉛(

特殊山]1 鉄

15 7.7 

0.41 0.07 0.21 <0.05 

7. 7 7.6 7.8 

0.07 

l
 

nリハU

7.9 7.8 

0.09 

6.3 24 130 

54. 1 34.4 39. 1 54.2 

17 24 

3.6 31 43 

9.8 6.7 

23 19 

0.65 O. 19 <0.05 

8.6 12.4 

「
「
りl

 
11 70 26 

39 18 

25 32 

O. 10 O. 31 O. 07 O. 22 O. 05 O. 35 

0.02 く0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 

31 33 19 42 19 110 

44 26 

O. 11 p
h
u
 

nリ• ハリ

0.30 

0.01 

53 24 

22 19 

22 24 

0.41 0.20 

0.01 く0.01

34 38 

総 クロム(

890 580 900 560 

130 58 140 96 120 160 94 310 150 110 110 130 

マンガン(

) 160. 000 25. 000 37. 300 48. 300 66. 700 63. 400 37. 500 65. 800 68. 100 49. 900 39. 600 70. 300 

300 220 140 280 290 160 110 180 210 200 140 160 

35 26 43 34 38 49 46 50 44 32 37 60 

硫化物(

その他の|総空素(

O. 033 O. 008 O. 19 O. 28 O. 024 O. 22 O. 18 O. 23 O. 10 O. 18 O. 12 O. 27 

2ら 540 1. 700 1. 300 1. 000 2. 200 1. 100 1. 800 1. 700 1. 000 1. 800 2. 600 

項日|総リン(

MBAS(  

610 380 

くI くl <1 

410 710 

2目 8 <1 くl <1 くl<1 

日
U

ハリハUl
 

360 

<1 くl

400 

<1 

710 



前
吾'11.

a又開果結査調質水場浴水海位)

DO 
(11UJ/ f!) 

油 分
(11UJ/f!) 

COD 
(mg/ぜ)

色相
臭気

水温
CC) 

気温
('C) 

採水深度
(m) 

地
占

No. 
膜

63 

9.3 
9.8 
9.2 
9.5 
9.4 

9.7 
9.8 
9.7 
O. 5 

く0.5
<0.5 

担山

F

H

M

H

H

油透明度

全透

pH 

円
〆
山
唱
』
i

円ノ
u

y

y

y

y

'

y

y

y

 

J

・
・
'

J

J

A

F

A

F

A

r

n

6

n
む
口
6

8.9 
9.4 
8.9 
8. 8 
8.7 
9.3 
8.7 
9. 2 
8. 8 
9.2 

くO.5 
く0.5

加
盟
小

M

H

H

ノ

全透8.0 
8. 1 
8.0 

8. 1 
8. 0 
8.1 
8. 1 

4
4
に
d
つリ
4

4

J

7

円。「
D
F
O
F
b

一
A生

Q
U
ハリ
A斗
i
Q
U
ワ
μ
ハU

ハU
Q
U

-

F

 

-

-

-

-

-

-

-

-

/

・

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
T
I
T
I
-
-

一つ山
q
L
円L
q
d
1
1
つ
臼
つ
ム
円
L
'
I

共に無

共に無

18.0 
16.0 
18.0 
16.0 
18.0 
16.0 
18.0 
16.0 
18.0 
16.0 

ハ
U
P
D
ハ
り
に
d
ハ
り
に
d
ハU
広
d
ハU
F
b

一
ハ
リ
ハ
U
ハ
U
ハ
U
に
d
ハ
U

に
d

-

-

-

-

一

-

F

-

-

-

-

-

F

r

-

R
J
A斗
i
A斗
A
A吐
A
せ
バ
吐
に
d
4
4
A斗
A
A守
一

ウ

i

，h
F
O
ワ
i
F
h
d
ρ
b
円

b

，h
'
'
U
F
O

唱

'A
噌

11
唱

I
I
4
1
1
噌

E
1
4
1
1
噌

ei
咽

a
i
'
1
4
4
1
1
-
t
I
I
4
p
i
咽

1
1
4
1
4
咽

I
I
4
1
1
1
1
i

(民

曇り
11 

ノノ

〆/

/1 

/1 

ノr

/1 

/1 

/1 

性

数

)

便
群
州

有
一
日
一

2
3
0
0
0
0
1
0
0
0
一
8
9
3
3
1
0
1
0
0
2

一

円

、

υ

円4
1

1

ん
防
悌
一

ふ

大

(

天

に
d

F
M
M
M
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
 

ハ
U

採水時刻

に
d
ハV
ハu
q
d
F
h
d
寸

i

ハ
U
1
1
A
U
「D

$
1
ハU
1
1
ハU
ハU
ハυ
つ臼
1
1
ハυ
'
I

日

U
A
q
ハU
A
q
ハU
A
q
ハリ
A
q
n
u
d生

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

2 

3 

4 

5. 25 

採水年月日称名

18.5 
20. 0 
18.5 
20. 0 
18.5 
20. 0 
18.5 
20.0 
18.5 
20.0 

日青 れ

/1 

0.5 

11 

11 

11 

/ノ

30 
30 
25 
20 
20 
10 
40 
35 
15 
00 

ハU
A
性
ハ
U
A
q
ハU
A斗
i
n
U
4
4
n
U
A
パー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

5 

4 

2 

3 6. 63. 

合浦

海 水浴場

αコ
r、コ

5 

63. 

9.2 
9.2 
9.3 
9.2 
8.9 
9.3 
9. 2 

8. 7 
8.9 

<0.5 
く0.5

無
M

M

庁

ゾ

全透8. 1 

8.2 
8. 1 

1. 3 
1. 5 
0.9 
1.8 
1. 1 
1. 5 
1. 2 
1.4 
1. 3 
1.5 

ワ
i
口
O

つむっ
ω
1
1
ワ
i
1
1
1
1
1
i
A吐

ρ
h
u
q
J

つu
t

-

-

-

共に無12.0 

ll.5 
12.0 
11. 5 
12.0 

13.0 曇り
/〆

11 

ノ/

/1 

/1 

/1 

/ノ

ノノ

/1 

0.5 

11 

11 

11 

11 

11 

ワ
i
k
d
ハU
ρ
b
p
h
d

ハU
つ
ム
ワ
i

A守
口
。

つ
中
つ
臼
つ
リ
ワ
u
q
u
q
u
q
u
つ
μ
q
u

っ“

ハU
つ
d
ハU
つ
d
A
U
円〈リハ
u
q
u
ハU
円J

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

2 

3 

4 

5. 25 

5 

63. 

8.9 
9.4 
8.7 
9.9 
8.3 
9. 0 
8.9 
9.4 
8. 8 
9.3 

く0.5
く0.5

前
世
小

H

庁

庁

M

M

M

y

全透8. 1 
8.2 
8. 1 
8.2 
8. 1 
8.2 
8. 1 

1. 3 
1. 7 
1. 1 
2.0 
1.2 
1. 7 
1.2 
2. 1 
1. 1 
1. 7 

ハU
Q
d
つ
ω
ハU
ハU
門

i

ハU
n
H
U
ハU
R
U

1

4

2

1

i

 

共に無13.5 
15.5 
13.0 
15.0 
13.0 
16.0 
13.0 
16.0 
13.0 
16.0 

17.0 
24.0 
17.0 
24.0 
17.0 
24.0 
17.0 
24. 0 
17.0 
24. 0 

晴れ
/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

0.5 

/1 

11 

11 

/1 

11 

4
A
n
U
円
。
つ
山
ハ
リ
ハ
U
Q
d
ヴ

i
Q
U
F
b

3
5
3
5
4
0
3
5
3
5
 

ハU
円〈
u
n
U
円台
U
ハυ
d
4
A
ハu
q
u
n
u
q
u

i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
 

2 

3 

4 

5. 30 

鯵ケ沢

海水浴場

5 

(注)油膜が認められない場合、油分は当該水浴場の代表 1地点において実施した。



(3) 水銀等環境汚染細密調査結果

(調査年月日 63. 11. 10) 

地点名
大 J 11 橋 矢 JJU 発 電 所 甲田橋

項 目 流心 右岸 左岸 流心 左 左 2 流心

pH 3.7 3.2 4.7 

DO (mr;/ f) 10.9 11. 5 10.3 

般 BOD (mr;/ f) く0.5 く0.5 0.5 

工面 COD (mr;/ f) 5.2 3.4 4.2 
水

目 ss (mr;/f) 8 3 9 

大腸菌群数(MP N / 100ml) 7.9 X 102 7.9 x 10 3.3 X 103 

Cd (mr;/f) く0.001 <0.001 く0.001

健 P b (mr;/f) く0.01 O. 02 く0.01

康 C r (6価) (mr;/f) <0.02 くO.02 <0.02 

項 As (mr;/ f) O. 002 0.015 0.002 

目 T-Hg (mr;/ f) くO.0005 くO.0005 く0.0005

R-Hg (mr;/ f) くO.0005 くO.0005 <0.0005 

Cu (mr;/I!) O. 006 くO.005 くO.005 
質 特

Z n 
殊

(mr;/ f) 0.03 O. 02 O. 02 

F e (1溶解性) (mr;/I!) O. 30 1.8 0.49 
項

Mn  (溶解性) (mr;/ f) O. 07 O. 16 O. 14 
目

T-Cr (mr;/ f) くO.02 くO.02 く0.02

性 外 観 砂泥 砂泥 砂泥砂泥+腐葉質 泥

状 色 中目 褐色 褐色 褐色 褐色 黒色

一 pH 5.3 6.3 3.9 3. 8 7. 1 

般
底

水分含有率 (労) 29. 6 39. 2 32.5 36.8 66. 1 

項 強熱減量 (%) 3. 7 4.9 3.6 7.9 15. 1 

目 COD (02mr;/g乾泥) 4. 5 14.2 8.2 23.2 57.0 

Cd (mr; / kq乾泥) くO.05 O. 06 O. 05 くO.05 0.23 
健

P b (mr;/ kq乾泥) 10.3 13.2 19. 1 15.9 20. 1 
康

As (mr;/ kq乾泥) 29. 0 57. 0 111 188 109 
項

T-Hg (mr;/ kq乾泥) O. 098 O. 17 O. 15 O. 17 0.018 
目

R-Hg (mr;/ kq乾泥)

Cu (mr;/ kq乾泥) 14.4 51. 6 47. 8 21. 4 42.3 
質 特

Z n (mr;/ kq乾泥) 57. 3 80. 8 74.7 71. 3 116 
殊

F e (mr;/ kq乾泥) 44， 700 40， 000 73， 600 74，000 67， 300 
項

Mn  (mr;/ kq乾泥) 210 140 370 340 260 

T-Cr (mr; / kq乾泥) 57. 9 42. 6 43. 8 32.8 41. 9 

← 83 



果

検

水

土

pH 

つd
F
b
o
O
氏
リ
一

Q
d
d
せ
フ
=

b

ρり
に
J

「ひ「ひ一
F
L
O
P
O
P
O
E
υ

Cu 

(mg/ kq) 

8.4 
2.6 
5.9 
7. 1 

14 
17 
14 
2. 1 

結査

As 
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採取地点名

白又沢末端

取

地点

No. . 1 63. 10. 
No. 2 
No. 3 
N0. 4 

No. 1 63. 9 
No. 2 
N日 3
N0. 4 

No. 63. 10. 
No. 2 
l司0. 3 
N0. 4 

No. 63. 9 
No. 2 
No. 3 
N0. 4 

水田土壌及び玄米の分析は農用地土壌汚染防止法に準拠

金八沢末端

狸平頭首工
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